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学芸係長 日

刀t

勇

大阪市立自然科学博物館の看板ができたのは古いけれども，正式の館屋と複数の学芸員をもって

実質上誕生したのは昭和33年 1 月のととであります。それ以来，試行錯誤をくりかえしながら，丁

度10年の才月がたちました。己の間，私たち学芸員が悩みつづけ，そして今もって解決されない最

大の問題は，学芸員の研究について，博物館の展示について，とくに研究と展示の関係についてで

あります。私は昆虫学の研究者として10年間，展示担当者として 9 年間，私なりにとの問題を考え

てきましたし，僚友学芸員と意見の交換を行ってきました。その結果，最近になって考えが少しず

つ図ってきたので，のべてみたいと思います。

はじめに，以下に申す乙とは，日本的な標準からいえば中型の規模で，地方公立で，自然史部門

だけを扱う博物館を問題にしていることをお断りしておきます。一般論ではありません。

1. 展示の理念

いままで「展示」が日本の博物館人のあいだで問題にされる場合は，採光や照明とか，陳列品は

床面からどのくらいの高さにおくか，とか，ラベルの字数とか，室内での観覧者の流れ，とかいっ

た技術的な話題IC::重点がおかれていたように思います。しかしながら，乙うしたテクニックよりも

もっと大切なのは，展示室IC::豊かな内容が盛られているかどうかであり，さらに展示内容よりもも

っと大切なのは，その博物館が展示室において，観覧者IC::何を語ろうとしているか，その姿勢とい

うか，怠図というか，理念というものでありましょう。

わが国の，とくに自然史関係の博物館は，欧米にくらべ，立れ返れた貧弱な存在であります。乙

れから充実してゆかねばなりません。貧弱であるだけに尚更，技術よりも内容，内容よりも理念に

ついて討議が深められるべきであるし，その理念を実現させるための展示内容，内容をしてうまく

語らせるための展示技術，といった理解がなさるべきです。乙の点での暗黙の諒解のもとに技術論

が横行しているのではなし理念不在の（理念タナ上げの〕展示論をやっているように私は感じて

おります。とのような末梢の論議を 100 年つづけても，日本の自然史博物館は成長できる筈はあり

ません。

2. 理念の形成

次に館の展示理念がどう決められるか，を考えてみたいと思います。まず第 l に設置主体が何で

あるか，私立か国立か，公立か法人か，教育委員会の所管か観光課の管理か，によって大きな枠が

きめられる。金もうけが「理念」であったり，蒐築物を見せびらかしたい意図が「理念」であった

り，税金をごまかすととが「理念」であるような博物館もありうるわけです。文化遺産の伝承と

か，国民の知的水準の向上とか，地域社会への奉仕，といった乙とが大きな問題になるでしょう。

第 21乙設置場所一一大都会か衛星都市か，地方の中心都市か田舎町か，辺地か観光地か，第 3 IC::館

の守備範囲 総合博物館か自然史館か，水族館か，等が大きな規定要素になるでしょう。
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さらにその上に，運営する人々の意図が加わります。乙れには経営者・館長・博物館協議会等

の，いわゆる理事者の経営方針がつよく織りとまれるでしょう。そして最後に，学芸員の意志が入

りとむわけです。

経営者の抱く理念と学芸員の抱く理念とは，当然くいちがっております。両者の関係、を，組織の

理念と個人の意向という，対立する存在としてとらえるとどうなるでしょうか。

①博物館に明確な理念なく，展示の意図が陵昧，漠然としており，理事者はその向上充実11'.熱意

を示さない。そ乙 11'.勤務する学芸員は研究能力なし研究意欲ももたない場合一一己の場合は申す

までもなく救いようのない，最低の博物館であります。

＠経営者・理事者が明確な理念を抱いており，その実現のために予算等も確保し，積極的である

が，学芸員に研究意欲が乏しい場合一一ー館側のひきまわしが強く，展示内容は教科書再演的になり

平板で，魅力や個性に乏しいものになると恩われます。

＠理事者は理念に欠けるが学芸員の研究意欲旺盛な場合一一展示を椛成する各テーマの聞の有機

的連関は失われ，独断的で分裂症的な展示となり，観客への説明力が弱まり，社会的存在としての

館の能力も弱まり，学芸員各人の研究は，博物館人としての研究というより，いわば無国籍的な性

格を帯びてくると思われます。

④理事者は明確な理念をもち，その実現を裏付ける体制をつくり，予算も準備している。一方学

芸員も旺盛な研究意欲とつよい個性をもっている一一相魁・斗争ははげしいが， Eの場合だけが素

晴らしい展示と研究がのぞみうるのではないでしょうか。

3. 学芸員の研究テーマ

研究怒欲と展示活動への意欲を同じものとして話をしてきましたが，双方の関係を改めて考えて

みたいと恩います。

①学問の研究というものは，量の多少や程度の高低に差はあっても，先人のあげた業絞を超え

て，その上にさらに新しいものを積みあげてゆく作業であります。そのために自然への洞察力がみ

がかれ，独自のものの考え方が出来上り，学識が深まってゆきます。研究者である学芸員が展示活

動を行う怠義は，まさに乙乙にあります。解説屋でもなく，科学評論家でもない，研究者としての

オリジナルなものの見方一一自然観というか，世界観というかーーにおいて展示はなされねばなり

ません。したがって，研究者としてすぐれておればおるほど，高い学識・深い洞察力・オリジナJレ

な自然観をもつのであり，そのような優秀な学芸員の行う展示は，同時に素晴らしいものになるわ

けです。己こに博物館において研究活動が活発11'.行われねばならない必然性があると思います。

②次に各学芸員が研究者としてどう生長してくるかを考えてみましよう。

大学を終えた人は 2年位，大学院の博士課程を出た人ならば 7年位の研究歴をもっていて，その l 

後11'.博物館へ来る。彼は就職した時点で，すでに独立した研究者であり，彼独特の研究対象（動物

とか魚類とか，淡水魚とかコイ科とか）と研究方法（分類学とか生物地理学とか，比較形態学と

か〕をもっているわけです。かりに大学を出ていない学芸員でも，独学の専攻テーマを抱いている

から乙そ博物館に身を投じるわけです。

専攻分野というのは研究を始めて悶もない青年の場合ははなはだ狭いもので， したがって彼の研

究は直接展示活動とつながらない乙とが多い。同時に彼の抱く自然観は，構造地質学的世界観であ
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等 ったり，裸子植物分類学的なものの見方であったりして，必ずしもバランスのとれたものではない

入 でしょう。そ乙で博物館員として要諾される仕事の巾や性質との懸隔がとても広く感じられ，困惑

する ζ とになります。

の ③自分のテーマと館の方針との矛盾をどう解決するか，博物館という職場で研究をどう伸ばして

ゆくか。 ζの処理法は，各学芸員の資質，偲性，経歴，ものの考え方，思想、，等々がからむので，

：怠 いろんなケースがあります。

す 第 1 の場合は，はじめから調和をあきらめ，自分の研究テーマはそのままおし進め，一方ではそ

れと無関係に，断絶した形で展示等の館の仕事をやってゆとうとする場合。

る 第 2 の場合は，館の活動と調和するように，自分の研究テーマを徐々に変えてゆとうとする場

り合。

第3 の場合は，従来の研究テーマの他IC，それと併行して館の仕事と7ッチした研究テーマを新

機 しく持とうとする場合です。

の 例をあげましょう。当館学芸員が館に就職した時点での主テーマは次のようでした。

性 「学芸員A 田富山盆地第三系の徽化石層序

,, B 西南日本外帯の地史

学 I ,, c ：近畿地方シダ植物相
索 I ,, D ・日本産両生・腿虫類の分類地理

,, E ハナカメムシ科の分類

,, F ，キジラミ科の系統分類

て 乙れらのテーマはどれをもっても，そのままの形で大阪市立自然科学博物館の展示なり普及活動

IC結びつき，館員として研究がスムーズに進められそうなものはありません。にもかかわらず，乙

え れらの主ーマを就職後lζ放棄した者は一人もいなし、。 ζれは片面では，個人の選んだ研究テーマと

み いうものは，実lζ根深いもので，容易に変更できるものではないζ とを示しています。と同時に，

活 反面では博物館で研究を進める乙とが，日本の現状ではきわめて困難なととを物語っています。何

の 故なら，研究スタッ 7が何十人も何百人もいる場合の 1 人として乙れらA～Fのテーマを考えれ

り ば，実にふさわしいテーマであると考えられるのに， l 人で l 分野を受持たねばならぬ当館の現状

Jレ では， A又はBが地学の， Cが植物学の， Dが動物学の， E又はFが昆虫学の担当者である場合，

わ いかにも偏ったテーマといわざるをえません。そこで学芸員Aの場合は，サプテーマとして「段正

・沖積層の有孔虫J と「近畿地方の後期新生代層の旧象化石による分帯」を持とうとして，いずれ

も成功を見ております。両テー7に共通するのは，大阪という土地と直接結びついている ζ とと，

の 新しい時代のものである ζ とであります。 ζの成功例が問題解決の方向を暗示しておると考えられ

物 ます。

と とれは学芸員の研究テーマの解決方向とだけ考えられるのではありません。同時に自然史博物館

る の在り方，とくに展示のなされ方をも示しております。それは「地方主義」とでもよぶべき方向

と， 「第四紀学」の重視という方向であります。

研 4. 地方主義

あ 地方公立自然史博物館というのは，まず特定の地方に存在するのであり，その土地の自治体によ
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って設立されております。乙れは，あたりまえの，わかり切ったζ とです。しかしそζの博物館で

は，その地元の物や現象をしらべたり集めたりする乙とがもっとも効率的で，逮隠の地の誰がやる

よりも優秀な研究と充実した資料収集ができる，という簡単な原理は案外見逃されているもので

す。また，その土地の身近な具体例で説明する方が，観覧者の興味につよく訴え，理解をスムーズ

にさせる，という事実は無視される乙とが多いものです。さらに，土地の抱える悶題ととり組む姿

勢が，設立者である自治体のパックアップを得られる，という面は，卑俗な功利主義として受け取

られがちです。

しかしながら，手近の具体的な自然から研究素材を発見し，それを展示内容としてとり組む姿勢

は，卑むべき乙とではない筈で，むしろその方が自然であると思えます。自然史ナチユラノレ・ヒス

トリーという学問自体が，そのように身近な自然を理解し，利用し，克服するために自然発生した

学問であるからです。これが自然史科学のもつローカルな性格であります。

それと同時I＜＇.，研究が進めば，対象の枠を拡げる必要が生じます。大阪という狭い地域のもつ特

殊性は，日本全体や地球全体という広い地域にみられる一般性によって眺めるとき，その性格をさ

らに明瞭に，深く理解することができます。また地方で得た結論なり，法則性なりは，他地での効

用性を検証されてとそ，普遍性を獲得できるのです。これが科学のもつユニパーサノレな性格であり

ます。

このようにして，学芸員の研究も，博物の展示内容も，地方から出発して世界全体へとひろが

り，さらに抽象から具象へ，普遍性から特殊性へと回帰する，といった循環をくりかえすどと I<'.,

より充実し深化すると恩われます。

5. 自然史博物館と第四紀学

悠久な地質時代の最末期，わずか 200 万年ほどの期間は第四紀とよばれています。己の第四紀は

現在につながるもっとも最近の時代であるだけに，そ己にみられる事象は地質学的な法則性よりは

' 

昭1

昭1

昭1

昭；

2-

2-

3-

生物学や化学等の現代科学の法則性によって支配されており，その研究も地質学的方法でよりは生 ! 3 

物学や社会学の方法が適している面が多といわれております。また，地質・地形・古生物・古気候

－人類等多面的な現象の錯雑体であるので，総合的な広い見地から調べられねばならないともいわ

れております。そのためか，従来どの分野の研究からも敬遠され，学問的に空白の多い未開拓領域

．境界領域となっております。

一方Eの第四紀という時代は，人類がはじめて活動しはじめた時代であり，諸事象が人間との関

連において理解されねばならない時代であります。

自然史科学というものが，人間の自然理解の努力から出発した乙とを考えると，第四紀学Eそ自

然史博物館の取り組むべき中心課題である一一己のように私は考えるようになりました。

第四紀の研究素材は，身近にいくらでも乙ろがっております。そしてどの問題をとりあげても，

我も人も含め，人間の興味をつよく惹きつける魅力をもっております。さらに，既製の大抵の種類

の研究テーマと関連づけることができます。したがって自然史博物館における研究と展示の矛盾，

博物館の質の向上は，乙の学問を中心IL据える乙とで解決されるもの，と私は考えております。具

体的な解決の道は個人個人で採さねばならないけれども。
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1. 沿

昭和24年11月 8 13 ：一自然科学博物館開設準備委員会設

置

昭和25年4月 1 13 ：一自然科学博物館費予算IC計上

昭和25年11月 1013 ：一市立美術館2階廊下 1部le展示開

始

昭和幻年4月 17日ー 博物館相当施設に指定
吾

在

草

昭和27年6月 2 日ー一大阪市立自然科学博物館条例およ

び規則制定

昭和27年7月 10日：一博物館法第10条Kより登録第2号

昭和32年6月 7 目。 市立美術館より現荘地に移転

昭和33年1月 13日・ー開館

昭和39年3月3113 ：一市条例および規則改正現在に至る

持

2. 現況

ス

2 1 所在地

大阪市西区靭2丁目52

2-2 施設

持
さ
劫
り

敷地面積. -2,376 Om2 

延坪ー－2,181 8m2 

（内訳〕
展示室 785.4m2 

資料室 249.2m2 

研究室 113. 9m2 

図書室 59.4m2 

工作室 52.Sm2 

力支
3. 職員および人事

3-1 職員の配置（ ）内人数

は
は
生
侯
わ
域

「事務吏員Ill ・ヰ碍奇員Ill
ー庶務係長Ill-I
I 」用務員121 ・現業員Ill

館長Ill-I
| 「技術吏員（学芸員〕（3)
1ー学芸係局1ト｜

」嘱託Ill

関

3-2 職員名簿

館 長千地万造岸和田市並松町113

TEL 0724(2)1540 

庶務係長坂越謙治大阪市東住吉区中加賀屋町2-90

TEL (685)5525 

事務吏員岡本益満（忠彦）豊中市本町6丁目 150
事務員渡辺幸雄神戸市東灘区魚崎町横屋379

学芸係長 13 illi 勇富田林市清水町17番327号
学芸員柴田保彦京都府相楽郡精華町祝困五反畑

11-13 

,, 瀬戸剛西宮市津門綾羽町5-28

グ 波田重照枚方市香里ケ丘9丁目 D34の302

TEL 0720 (54) 1692 

嘱 託宮武頼夫大阪市港区千代見町3丁目
八雲住宅201号

用務員内本光次羽曳野市南恵我之荘 1 丁目 2

,, 大谷春雄大阪府南河内郡美原町円上

現業員池田昭利大阪市東区法円坂
3-3 職員の異動

3-3 1 定数回推移

自

類

具

管理室 145. 2m2 

会議室 66.0m2 

講堂 597.5m2

その｛也 775 9m2 

2 3 開館時間・入館時間・休日

開館時間：ー午前9時～午後5時

入場料．ー無料

休 日・ー毎週月曜日・毎月末日・国民の祝祭日年

来年始（12月 28 日～ 1月 4 日）

他に展示室町整備のため臨時休館すると

とがある。

（昭和43年3 月 1 日現在）

ゐ二句~I五 1361371 ぉ139 而：；；＿[ 42 
館 長 1 1 1 1 1 1 1 1 

係 長 1 2 2 2 2 2 2 2 

義賢官諒 1 1 2 2 3 2 2 1 

2 2 1 1 1 1 

芸学員｛技技術術吏員員 4 3 3 3 4 3 2 3 
1 1 1 1 1 

署員｛：：： 2 2 2 2 2 

1 1 1 1 1 

嘱 託 2 2 2 。 1 1 1 

合計 I 12 I 12 I 12 I 13 I 13 I 12 I 13 I 12 
3 3-2 異動（昭和39年4月 1 日昭和43年 2月 l 日〕

昭和4C年 8月 1 日筒井嘉隆非常勤嘱託

昭和40年8月 1 日千地万造学芸係長より館長に

就任

昭和40年B月 1 日 日浦勇学芸係長le就任

昭和初年8月 28日 泉美代子休職中死亡退職

昭和40年11月 10日森本英明当館庶務係より市教

委教滅員課に転出

昭和40年11月 10日 岡本益満（忠彦）市教委指導課

より当館庶務係IC

昭和41年1 月 31日辻本修願により退職

昭和41年4月 1 日 波田重照幸「民主採用

昭和41年8月24日渡辺幸雄新規採用
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館屋平面図

図書室館長室事務室動物
j曲学
研究室

39.6 

宿直室

66.0 
59. 4m2 39.6 39.6 

4-1 

4-1 

4 
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市教委庶務課より当

死亡退職

田原輝男

田原輝男

昭和42年6月 17 日

館へ

昭和43年 l 月 3 日

願により退職

非常勤嘱託

布教委給与課福利係

筒井嘉隆

宮武頼夫

山田紀正

昭和42年3月初日

昭和42年 5 月 1 日

昭和42年6月 17 日

へ転出

考

4 150 999 361 208 1,559 3,277 

5 1, 539 640 175 178 1, 159 3, 691 

6 2, 731 801 208 175 1,264 5,179 

7 731 742 253 179 946 2,851 

8 1,044 1,258 427 187 986 3,902 

9 50『 784 235 139 757 2, 420 

10 2,815 8,913 7,036 1,407 3,285 23,456 E戸：~：.11 1,304 4,131 3,261 652 1,523 10, 871 

12 892 363 156 61 5日5 1,977 

1 233 380 84 52 415 1,164 

2 1,169 450 83 582 2,414 

3 2, 701 963 244 114 988 5,013 

告

4 1 2 昭和41年度入館者数集計

寸五弓羽岡闘士五同備

報務

考

4 489 1,216 411 433 1,360 3,909 

5 1, 079 1, 047 400 294 1, 049 3, 869 

6 2,067 367 240 181 634 3,489 

7 843 649 215 151 616 2,474 

8 1,285 8651 325 205 594 3,274 

9 203 859 339 154 655 2,213 

10 1,081 4,766 1,054 899 3,233 11, 033 特別展

11 354 592 177 205 565 1,893 

12 480 304 137 130 355 1,406 

1 230 127 111 371 1,274 

2 573 165 104 516 1,849 

3 2, 714 385 206 985 5,446 

庶

r
l
 

4. 

合計［15 811[20 似［12.吋 3 吋日，9蜘幻51

4 2 入館者数年度別推移
70 000 

合計［11.雨戸，両石示；m両恥叫

昭和42年度入館者数集計

i 団体偽盟中学生史学習一般｜合計！備

4-H 

'ｷ'" 

741,000円

292,000円

743,000円

745，。∞円

3,827.000円

1,310,000円

5, 137,000円

ｷ" 

“ m 

" 

,,.,,, 

" 

羽田

羽

担問

3崎

入母信雄作友

日醐

調査研究事業費

普及指導事業費

資料収集保管事業費

一般在住指管理費

小計
(2部）

自然科学博物館整備費

合計

但し人件費をのぞく

" 

20.ro; 

鉛

開
ぬ；詞

8.466 

お" 
お

5. 

60. ooo-

2

3

4

 

＂·。00

初醐

初.000

10. 000 

'ー "' 

考

4 378 l，日00 80 1, 634 3,445 

5 904 9唱自 128 1,700 3,984 

6 1,522 596 216 1, 169 3,763 

7 757 625 166 953 2, 779 

8 354 1,546 254 1,003 3,813 

9 762 1, 184 182 937 3,331 

10 92 6 6, 268 2,393 360 4,850 14, 797 特別展

11 1,475 742 236 151 1, 001 3, 605 

12 1, 032 442 150 96 428 2,148 

1 142 281 67 82 310 882 

2 2, 712 455 86 112 512 3,877 

3 2,353 1,025 372 210 1,163 5, 123 

歳
1. 

合計肩司函52[ 5瓦1f2；。訂［15；…151, 54~ 
42年8月 9 日～15日，於阪神百貨店「世界白蝶展」，入

場者85,521人

4-3 昭和42年度実施工事

玄関ひさし改修工事
4-4 昭和42年度予算

歳入

博物館設備費補助金
雑収（パンフレフト売上代〕

合計
出（ 1 部）

展覧事業費

310. 000円

50,000円

104, 000円

154，口 00円

工費
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4 5 予算の推移 （単位千円〕

第 l 部

第 2 部

A 
ロ 計

39 

4, 171 

150 

4,321 

40 

3,463 

1,000 

4,463 

41 

3,345 

1,000 

4,345 

42 

3,827 

1,310 

5, 137 

(43) 

(4,160) 

(1, 500) 

(5,660) 

5. 収集保管事業

H 当館の資料収集の方針
5-1-1 地学部門

地学分野白収集資料には 3つの呉昌性格のも白があ

る。 a ：教育用資料 b 研究用資料 c ：文化財的資

料 Eれら白資料が逐次たてられる展示計画に従って利

用され，または研究 IC使用されるととになる。

a ）教育用資料 小学校～大学教養課程の教育IC必

要な基本的な化石・岩石・鉱物その他の標本を整備

する。したがってとの中には外国産標本を購入する

ζとも多く含まれる。また一方郷土の自然について

の知識を普及する ιとが，学雫史教育・社会教育の両

面において必要であるという観点から，大阪を中心

とする近畿円白地質誌的資料の収集ICつとめる。

b）研究用資料・ー学芸員および研究協力者の専攻分

野における研究活動に結びついて収集する己とを原

則とする。したがって己白資料については何らか白

形で研究報告が公表されているかまたは公表が予定

されている ζとになる。外部白専門家の研究白ため

に本当に役立つ標本は乙のようにして収集されたも

のであるう。 ζ白中には展示用として不向きなも白

が含まれても何ら支障ない。研究用資料の中には上

記の他，学芸員が直接研究しないが，外部由研究者

の研究用として収集するに足るものと判断して収集

するものもある。

c）文化財的資料：ー「研究者あるいは収集家が所蔵す

るコレクシヨンで，自然史科学の分野においてそ白

散逸を防ぐ必要があると思われるものについては寄

贈・寄託・購入等の方法ICよって館が入手し保管す

るよう努力する。またその他の学術上貴重な標本に

ついては実物あるいはその模型を収集する。

5 1-2 動物学部門

収集白方針，基本的な方針については地学で白べられ

たものとまったく同様である。

a）教育用資料（展示用資料）

。脊椎動物（附乳類。鳥類。魚露。

生きたも田は動物園水族館などで魅力的な展示が

見られる。当館ではとれらを系統的に展示する目的

で，明l乳類については骨格標本，鳥類は本最I］製を収

- 8 ー

集白主眼とし，魚以下のグループについては将来模

型などの形で展示するべく，剥製など白製作は保留

している。

。海産の動物

形態の多樹性を示すため種々のグループの乾燥標

本を展示用IC製作した。液漬標本田展示は問題を将

来に残している。

b ）研究用資料．

日本国内には自然史科学の分野で白完備した博物

館はまだない。しかし狭い動物群について云えば，

収集D行きとどいたコレクションがいくつか知られ

ている。新しい博物館が収集を始める場合，己目よ

うなグループをさけ，しかも館員の専門分野と一致

したも白を重点的に集めるのがもっとも合理的・経

済的である。

一方，圏内での地域性を考えると，例えば陸産白

も白については近畿地方，海自も白で考えると大阪

湾・額戸内海などが中心となろう。

以上田2点を組み合わせ，汎日本的な研究用資料

については日本産自両生I陀虫類の収集を中心とし，

晴乳類，鳥類白研究用主宰料は積極的には集めない方

針である。また地域博物館としての役割を果すた

め，海産動物は大阪湾・瀬戸内海，陸産淡水等の種

々の動物群は大阪周辺のも白を重点的に考え，しだ
いに他白地域におよぶよう収集を行なった。ただ

い採集法や標本製作の特殊なも白（例えば原生動

物・プランクトンなど）は切省略した。

己のほか日本産白動物相やそ白成立を考える上

で，特IC重要な地域の総括的な収集も必要であり，
さらに日本田動物相と対比四ため日本周辺地域自資

料も心要である。しかしζれらについてはほとんど

e行えなかった。

c ）文化財的資料の収集

己れには2つの意味がある。 l つはあるグループ

のまとまったコレクションそのも白が文化財的な意

味をもつものであり， ζれ白受け入れには博物館の

対外的な信用（保管の完全性）がまず重要である。

それに伴なって資金と情報網が重要である。第2白

十昆型でめがた主本金をレもな，。ヨ大ま集たLmk日完由悶ルい殊悶れたシ
jJtj32-6PIP- 
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ものは近年の国土開発〔自然の破壊・消滅）と関連

するも白で，消滅前由自然物の記録・保管である。

イスラエルのキプツでは，キブツ内田小博物館でζ

白ような資料収集が行なわれている例がある由であ

る。正しい自然保護はこの事と一体であるが，日本

ではまったく行なわれていない。当館動物部門で

も， ζ O)t＿ とに無関心でありえないがfJ<;tながら具

体的な行動は行なっていない。

5-H 昆虫学部門

昆虫は程激がきわめて多いグループである Eと，体も

大型のものから 1mm k足らぬ微少なも白まで，さまざ

まで，その保存方法も多様であるので，己れを平均的IC

集めるととは当館四人員と予算から非能率的である。し

たがって当面白収集方針をつぎのような重点的なものに

しfこ。

Ill 対象地域外国産見虫を副次的に考え，日本田昆虫

IC主力をおく。購入による収集はおもに外国産にあて，

日本産は館員四採集を柱にする。園内では大阪産昆虫の

完全なコレクシヨンを第一目標とし，あと白日本産のも

白を平均的に集める。

121 採集・標本製作保存方法からの制約灯火採集，ベ

ルレーゼ法（微小昆虫）等特殊な採集法でないと採れな

いも白は重点をおかない。またプレパラート・波茂等特

殊な保管法をとらねばならぬものは重点をおかない。

(3）目別収集目標比較的大型で，普通採集法で得ら

れ，乾燥ピン刺標本にできるつぎの目を重点目標とし

た。したがってとれを一口 IC言えば「普通見虫白コレク

ション」ということになる。

重点的に集める目 重点をおかぬ目

Odonata 崎蛤目 Protura 原尾目

Dermaptera 草麹目 Collembola 粘管目

Orthoptera 直麹目 Thysanura 総尾目

Grbγ1~ft01dea コオロギキ E~~~＇｛；，~~ 野跡目モド目 rop 

Blattaria ゴキブリ目

Phasmida ナナフシ目

Mantodera カマキリ目

Hemiptera 半題目 Plecoptera 被趨目

(H類ムoをシm類のopぞ，teカくraイ白アプラシ／) Emb10ptera 紡脚目ガラム Isoptera 等週目

Ps田optera 噛虫目

Mecoptera 長短目 Mallophaga 食毛目

Neuroptera !iii\麹目 Anoplura シラミ目

Thysanopte回総趨目

1fgν~~~f~eaa 蝶類 Trichoptera 毛麹目

D1ptera 双題目 L－~！1~f.；；~fa 蛾類

、』

Coleoptera 鞘麹目

Hymenoptera 膜麹目

Aphaniptera 隠麹目

Strepsip胞団撚麹目

141 5 カ年計画で日本産標本を約5万点集める。己の目

標がほぼ達成されたら，第2段下皆ではιれを同定・整理

・公表する方向IC努力し，また収集目標を変更する ζ と

にする。

(5) 乙の目標は予定より 2年おくれて，昭和39年度にほ

ぼ達成された。

従来の資料収集方針IC加えて，昭和4日年より化石昆虫

白収集を手がけ始めた。 ζれは現生昆虫白分布過程白研

究と関連するも白であるため，第四紀層のも白を主目標

にしている。第四紀学もしくは地学部門に含ましめるべ

きであるうが，便宜上昆虫学部門で記述する。

5-1-4 植物学部門

植物標本は普通おしば標本（措架）の形をとるので，

一般入館者へ白展示用としては有効でない。当館では植

物関係自展示は将来実物標本ICよる他の部門白展示があ

らまし完了した後，主として模型標本によって行なう構

想をもっている由でE 現在展示用標本の収集は積極的に

は行なっていない。

研究用および教育用資料として，租子植物・シダ植物

．コケ植物・海藻類・地衣類・高等菌類を対象とし，専

門研究者・協力者のある前3者を主とし，他は機会のあ

る場合に限り，収集する。地峡的ICは日本産を主とし，

自然環境が急速に破懐古れつつある近畿地方とくに大阪

白郷土資料の収集IC努力する。

5-2 現有資料数

5-2-1 地学部門

化石標本

岩石標本

鉱物標本

微化石標本

3,6CO点

1,000点

1,350点

12. 0CO点

5-2-2 動物学部門

（メラネシア調査のも白および吉良コレクション由貝

を含まず〉

哨乳類・鳥類

両生・腿虫類

魚類

貝類

甲殻類

その他海産盟J物

約 380点

約 3,200点

A甘 2,000点

約 7,200点

約 1,600点

約 1, 100点

5 2 3 昆虫学部門

戸棚数 大型標本箱用22サオ，そ白｛也4サオ

大型標本箱数 1,040箱

標本数総計 95,772点（日本産82, 057，外国産13,715)

標本登録状況 11, 758件（日本産8,715，外国産3,043) 
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土
仕

事
す
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頭

5-3 特筆すべき資料

5-3 1 地学部門

（岩石） 0 兵庫県玄武洞の玄武岩

。紀州・四国産御荷鉾緑色岩類

（鉱物）。ブラジル産メノウ

（化石）

。マチカネワニ全身骨格複製

大阪大学・京都大学・大阪市立大学と共同で豊中市柴

原大阪大学構内において発掘されたマチカネワニ

(Tomistoma machikanense KAME! & MATSUMOTO) 

は，大阪大学理学部11:収められたが，大阪大学では，

ζれの複製模型を作成した。当館ではそ白原型を大阪

大学より借用し，京都科学標本株式会社にて複製標本

を作製，組立てた。それは，合同樹脂を材料としたも

白であるが，非常に精密で，色彩も実物と変らず，複

製である事が簡単にはわからない。実物11: 較べ軽量

で，移動や組立も容易であり，すばらしい複元模型と

いえる。

。日本海島根沖海底産ナウマン象牙模型

昭和41年1月26 日，島根県温泉津北方沖60km の水深

220m 白梅底から，正栄丸43 t （鳥取県岩美，船長若

本松夫氏）白魚網にひっかかって採集されたも由。当

館のものはその京都科学標本株式会社製作合成樹脂製

精密模型である。乙れは，約2万年前まで日：本が朝鮮

昭和40年4月から
昭和43年3月まで

30 

年
で
お

O

E

5

 

日
間k
l

昭
3

66 

45 

54 

5 

1,350 397 

13,420 162 

2,292 265 

53 3 

281 0 

6,560 4,244 

（一援 釘吉阪コレク
ション 3,866 

2 

。

0

4

0

0

 

。

日本産昆虫

Orthoptera 直麹目

Grylloblattoidea 
コオロギモドキ目

ゴキブリ目

ナナフシ目

Mantodea カマキリ目 61 

Dermaptera 主主題目 104 

Psocoptera チャタテムシ目

!soptera 等麹目

Odonata トンボ目

Heteroptera 具麹目

Homoptera 同麹目

Neuroptera 脈麹目

Mecoptera 長麹目

Lepidoptera－蝶
Rhopalocera 

4 

内訳

Blattaria 

Phasmida 

71 

1,474 

48 

30 

1,443 

20, 295 

2,684 

2,160 )) 
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潟峡を通じて大陸と陸つづきであったととを証明する

貴重な標本である。長さ 2m30 最大円周43cm

。岐阜県美山洞窟群産晴乳動物化石

。大阪市地下産クジラ化石

。東南アジア産中・古生代化石

。タカツキワニ骨格

。北海道産中生代白亜紀アンモナイト

世界的な白亜紀アンモナイト研究として，，九州大

学教授松本逮郎氏が， 1940年頃から九州大学紀要を

中心IC発表されている論文がある。株式会社地科学

社は，そ白論文に記載されているのと同じ，産地番

号で，化石を採集した。 ζのまとまった標本を当館

は購入し，一部41年度特別展化石展で一般に展覧し

た。化石による年代区分や進化をみる場合，重要な

標本である。

。明石象化石

明石市西八木海岸産アカシゾウ化石97点同一個体の

ものと考えられる。神戸市須磨区南町2丁目 l の 4 紀

川晴彦氏寄贈。

受贈白いきさつ

紀川晴彦氏（神戸市須磨区南町2丁目 1 <D4〕は小学
生時代から化石に興味をもち，明石付近の潟岸が有名な
化石の産地である己とを知って，常11:海岸白崖から化石

を発見しようと注意を怠らなかった。中学 1年の1960年

100 183 

6,232 

。
白白令
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計

昭和40年4月から
昭和43年3月まで

436 

0

0

7

 
1
 200 

0 

l昭和40年
3月まで外国産見虫

蝶（吉阪コレクシヨン
を含む）

蛾

甲虫

その他

粉川氏台湾産昆虫コレクション

南太平洋学術調査収集品 4,700 

回中竜三氏コレクション 12,439 

（日：本涯をふくむ〕

11, 461 

473 

364 

24 

。
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653 

37, 100 

2,000 

7,000 

3日日

100 

200 

計

総計 95,772 

5 2 4 植物部門

種子・シダ植物おしば標本

セン類標本

タイ類標本

海藻標本

菌類謀本

地衣類標本





紀川標本の一部

12月 26日，ついに明石市大久保田T西八木侮岸の庄の背粘

土居の中から 2Qcm ほど露出していたアカシゾウの牙の

化石を発見した。

ζの U以来紀川君はほとんどすべての休日を貸して，

須磨の自宅から発掘現場にかよい続け， 星陵高校を卒業

するまで実に 6＂手にわたって，少年の独力によって ドラ

イパー 1本でとつ乙っと掘り続け，別表のようにほぼ 1

頭分と思われる各部の化布を発倒した。

紀川標本の発掘経過

年月 日 採 ~ 物

1960.12.26 明石象の牙

1961. 6. 18 歯，不明＇Ii'
7.21 'l!f’iJ·，不明の什， 二本日の牙

8. 4 不明のfi·

10. 9 j山骨，不明の’l'J・

1962. 1. 7 肋骨3木

1.14 fill足の’f'j-の破片 ？' }J}J骨
3.11 jめfi·

7.22 I山骨， 千T’口・

8.23 背骨， j山骨

10. 7 ）的’IJ· ， 足のmの’n’， l陀’n’，不l列の竹

10.14 肋fj·, '1-~1干，指の＇Ii"

10.21 東大人類学教室，不本岡IJーという名

ゆljを発掘の現場で凡つける。

山 ｜ 不明の行
12.25 1的’IJ·，不明の’i~’

問 3.21 1 削，指の’「i

1姉 6. 9 I i的化背牝指針i

しかし発掘が進むにつれて穴は深く危険な状態とな

り ， また発掘した標本を私物として不完全な保管のもと

に置くととに疑問を感じるようになり ， 一人の力ではζ

の発掘を完全になし遂げる ζ とができない乙とに思い至

った。 1965年になって紀川君は若舎を通じて信頼を寄せ

ていた東京経済大学教授井尻正二博士IC相淡した。チ｜：尻

陣土からは京都大学（（！.;It-節犬博士Iこ相談するよう指示が

あり，一方井尻博士から述絡のあった危井博士は大阪市

立自然科学博物館l乙守寄贈する ζ とをすすめられた。 紀川

君の希望と ζれまでの経過をf（！，井博士からrmいた当館は

よろ乙んでその厚立をうけ， HJ65年6 月 15 阿千地館長 ・

日浦学芸係長 ・ 波国学芸員が， 亀井1噂士，市原尖博士

（大阪市大〕，石田志朗博士 （京大）および京大大学院学

生， 京伺l教育大学生と共lζ紀川君の案内で発御現場を調

査した。 6 月29 日当館から千地 • A illi ・ 柴田 ・ 波悶 ・ 山

田が紀川君宅IC出向き，標本を受取って館へ運搬した。

乙の標本をさらに完全なものにするため当館によって

アカシゾウ発狐が行なわれることになったが乙のことに

ついては 5-5-0, 6-3 2 で報告する。

昭和41年10月化石j品開催に際して， 乙のi'.tillな原本の

寄贈Iζ対し， 中馬大阪市長から感謝状が贈られた。

なおとの根本の受Jlrl経過については Nature Study 

Vol. 12, No. 10. (1966）にくわしく報告されている。

5-3-2 動物学部門

日本産の海産貝類（吉良哲明氏In蔵の標本）

琵琶湖 ・ 淀川産の淡水魚

5-3 3 昆虫学部門

JI本lfi.蝶~~コレクション （約 l)Jli.) 

鉛日の10年間の採m品や協力者からの寄贈， ソャクレ

ーコレクションIC加え， 112和42年度において小型のシジ

ミチョウ科を主とする吉阪コレクションが購入できたの

で，北海道から八ill1l1 ;t昔μにわたる全日本の蝶を種類lζ

関するかぎりほぼmめ，各地の地理的変異の概勢をほぼ

把握できるような標本を収蔵した。昭和43年度におい

て， ζれの検討 ・ 登録を行ない，資料目録を刊行する予

定である。

5-4 文献交換状況

5-4-1 昭和41年度までの収集

昭和32年度（昭和33年 1 月）に文献交換を開始してか

ら｜昭和41年度末までに， 交換 ・ 受J！告によって受け入れた

雑誌鼠は13,983冊である。 年度別の収集状況は次の友と

グラフのとおりである。

｜ 受け入れIll~数 ｜同の川
昭和 32 年度 77 77 

昭和 33 年度 331 408 

昭和 34 年度 908 1,316 

昭和 35 年度 1, 453 2,769 

昭和 36 年度 1,278 4,047 

昭和 37 年度 1,649 5,696 

昭和 38 年度 2,158 7,854 

昭和 39 年度 2,415 10,269 

昭和 40 年度 1,831 12,100 

昭和 41 年度 1,883 13,983 
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議須Jitm~草物言書
持議）1\9県横須賀市!A.!IW主5 ア鰐14餐l号

半綴燦祭郷土文化館

争宇奈Jll民主ti、密原市城内 3め22

佐渡博物路

新潟謀総波書~絞殺関

長岡市立科苧隊司脅餓

新潟県疑問市御山第r!悠久公詩型内
富士闘忠弘、関博物館

ill綴民共縦割1凶郡河口調書I応援

大葬Ti!Jf在簿物館

説得5芸大釘市神栄町2667

!J:ノ海水族慾務究室

神奈川県藤沢市Jt滋
日本モンキーセγター

愛知県犬山市型臨機

E量取巣立事>ttf:jl!/物館

長幸耳証言1東郷ri

主む締Tft科学際物館

It.殿堂義路著書官事比和町

仰向F誌なillロ湾物館

山口市巌島

秋寝台科学博物館

山口県美祢郡秋ヲ手際I

愛媛系立博物宮古

松山市〈松山五時院内）二番町

様郎総若者療事主演

'Ii!紛際 lli'詰怒〈主主恕局区内）本町3紛8

神戸市成後潜水族主主
神戸市須磨区若宮町

著書究所

氷産
水茂行守主務遂店主水E器研究所
玄海王室〈余議長結語Eずき〉余市町

道立中央水際線護主主義
北海道〈余市馬区内〉余京湾浜中町＇238

氷蕊IT貫主it店主水蒸研究斎
君主総民共塩義市東猛釜

JI!:害事Ill'.水際研究所図書室

家主主事事中央区勝時5f関日後 1努

淡水区水産主斉究所綴議議

東京怒〈喜怒E事長五内｝日野市宮399

日本海区水産獄後済総務議

新潟市関紛Jt肉話＜1官

大罰百府水般紙験場

大型支部ま幾F首都岬町多奈川谷川

兵緩堂謀本1i1i訴事噺図書館

系統芸義務石市

水量産庁誕百西海区水産研究所

広島市字品W.Jl328

求釜IT高額海空Eオ＜illi事F:iE~野商控1庁舎

高知事税務滋り喜一日

西？毎日~ll<illl研究綴
長崎市lill分野49

t事 有罪

ぬま主総液月時北海道支所

幸i綿子哲郎条西l古下関

ヰ主務違主主乙治下資銀翻張所

害L緩索中島公表現

迷役者医土地主襲撃主義証役餓

東京都自殺蕊下摂議5-37

海上保安庁水書蓄積l

来京都中央区京橋築地5f竪

漢方、害事支：町村長術研究所

築主主番号港区菊 1 丁目 l~幸治安全

1忠告霊潟蕊援資事時室

神奈）II系JI！綴市久本w.r135

神奈） I＼県混鰍ヲ繍

神奈川県小関単語ヨ十三f:3 申告98申 1

その他の研究所

資源事件研究所関説家

家来事革新綴陵商人町

重量祥寺霊重量芸能主主綴摂究溺図書課
液成総北区宮耳ケ涼罷T

量発林省幹重量訳語主議決終家

東京都目黒区下呂繁4γ開

寺宇野庁指尋部造林保3襲撃装

東京都目黒区下関線4下詰 愛称答率卒業試験場内

ill滋ゑ慈務究所

東京、航路側柏町49

縁林司監搾子湾総牧草寺疫所大阪支所

大絞殺習生成議湾岸通1-3

大学
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jt潟潟地方

1ヒ滋送大学理学部地縁鉱物学教室

幸i税制EE条商店了詩

北海道大学製学総動物学教室

キL磁王者j~lO粂議ST詞

北海五重大学級学空事付属 厚岸擁海察電量減

北海必事声筆者名翼手銀将

北海潟大学淡字額l 中央E喜寿主義

事U軽量z例t白糸西日了話

総務滋大学農学部践虫学教雪量E器著書受

込書悪事北9条西日γ闘

北海運芝大学農学部付胤寄託智材研究部

札幌市北官手島幸了詩



北総ltk学水産学部［＇；；泌総

北海道立関町市議llf

北海道立教育大中村議協議隙

判A尾市南23~民 2T日

~t総選教育大半泌JI！分綾付税関空手数

北海滋綴.）！）望書~t門町9ア範

北海lit~投苛大学t 生物教育尻tj;p持霊長海災級)'fr

~t総選f車問書官尻岸内狩豪繍

義幸広翌年：fl大学 待機総書館

~t滋畿税i之市J!I蕗努7学事誇E日

ずま広i'!!W<:学付属探単語審!E'F研究室

北海道湾施桜よ士後llJ栂平

3華北地方

iJl在華大ザヰf属閣官~~詩 五理学期1ゆ霊安

弘浦市主主更釘Tl

主主総大学T守主義翻意季最T S語学部分鈎

私訴訟j:／，（町 3

幾手大学態学書l f寸·kil~語数路

議機おと悶

主苦学大学投書誌損H誓政 教官す千草分悶

高益！再司王J:悶

東北大学恕挙前1 地質学， 1;！上勅学議案

長11昔！$斤宇野

東北大学設学部終·:fi是正物鉱床学教重量

長b世術片平易f

東北大学問学部生物学教室

仙台市片平袴

J\I！＇羽ill桁物混綴湾奇

仙台：官庁平町制と大若手速学部：住総学教雪設内

箪北大学浅滋E謀議実験j資

T守護器級3証書草俗郡努J'Jt,t波虫

蒸j主人見需品陸学型車 阪君事主主

総会詩11ヒ 6望書ナ

秋同大学i守緩E翼線的「鉱級学部，鉱山総災学教室綴3

主究費1事学務省Tl 塁審 1 母

事k聞大学露支出学割： 巡行F~専務関籍軍？党記号

数回111隊溜まIf 1 望書 1号

主主短大学事f弱防護書館〈数令埼安部正時党記事~＞（：j東3

室主附市学E詩防n醤I母

>It際大学付属窃幾重臣

山形市手伝；ii町 lT語 4~12

出f語大学付属E採~1語録 選語学部分害容

内務権11、自Jll町

総長語大学付総詰主義総教育学級分幼

4高五議市普通田町

関東地方

喜電機大学女誠学部 主語学教議

決滋燦水戸市波浪

一 14 …

官官強大学:lCJ!lt守F蕗3 生物学教浴

若宮城熱水戸f告総監ま

君主滋大宅F付胤lllll!t君事 般学部分譲3

3主主書j県看護数郡阿見町

君事主導大学付属密主撃ま貫 教背令書草分釘i

鮮玉事立翼線橋市Htr沼fl 下員14l聾マ母

宇都宮大学仔総長遺書獄後学幾分t1l

再開宮市櫛T

ミド都宮大学付属隊話事信教後学部分隊
字著書喜市画整町線7

埼玉大学付議鴎l望事館

総潟県副痢E告書？盤町 B了時3!)悉M母

JI(京大学電車学部 勤務学教室草図書室主

東京都文京［；；湾総ト3-1

3帯広大'i'l?I!事椅1 総数学教室際害事室

主在京苦手文京区本iii'±震f

五(1江大学理語学書官 主主主主学教主義

Jin京都文京阪本郷辛苦言念館T

東宝京大学理学添付属 三五白書験機災幾務

料2糸Jll熟ロ浦市＂＂＇議書釘1J'I調

3震Ji\大紫燐学童事総事P室

E主主潟封；服部f

東京大半議母体童書付総畿響柊開蹴お議

笈京都文主主区f持ケ丘誌キ：'if

東京大学教養学御 室然草幸男詳紀孫総車草委

Jli.J京綴目黒鉱毒草場町師S

東京大学海邦研究所

家京都中野長rr,官官 l 丁目15·-1

z区3古車多彩大浮ぜ護学議事 費詰物学教護

厳然銘文京長正大様3-29-1

東京数音大学王察学務総物学教室

3駐耳有者~J主紫詰玉大単語3-2喜一1

業波数苦手大学烈伊都 地望者学・鉱物学教室

京ぷ議事文京区大都－2ト1

東京数字f大喜界付主4 'll''!'-i需主要ゑ物実散後

後事まY黒小県郡JUll努事

主主Ji（学主芸火A対of~唱授証役豊富

；喪主主側、企苦情期北町4T鈍11lD

お1害時本女子大学 言語学怒：'l'J物学書霊祭

東京都文芸誌区火器産35

東京水波大学 付滋霊童書室!'.if

東京都港夜笈海岸、五E

車窓淡工大学持主義喜話器；e自

JIU主書官軍習中市寺町3-5…器

集京都波大学理学総

東波書E君主因校区深沢野

革!J~日産科爾科大学 日援助校学教室主

主主草王者五文節区湯島3T目



東京農業大学図書館
東京都世田谷区桜丘1ー1-1

早稲田大学教育学部理学科地学教室
東京都車「市区戸塚町1-647

早稲田大学生物学教室

東京都新宿区戸塚町 1 の647

立教大学博物館学講座
東京都豊島区西池袋3丁目 立教大学2号館
目白学園女子短期大学図書館
東京都新宿区中落合'4-31 1 

千葉大学付属図書館（文理学部分館）
千葉市弥生町1

千葉大学文理学部銚子臨海研究所
千葉県銚子市犬若町11319

千葉大学付属図書館闘芸学部分館
千葉県松戸市戸定648

横浜国立大学付属図書館教育学部分館
横浜市南区清水ケ丘.41

横浜市立大学理学部生物学教室

横浜市金沢区

中部地方
新潟大学理学部地質学鉱物学教室図書室
新潟市西大畑町5214

新潟大学附属図書館理学部分館
新潟市西大畑町5214

新潟大学農学部図書館

新潟市小金町106

新潟大学教育学部紀要編集委員会
新潟市旭町 2番町新潟大学教育学部内
新潟大学高田分校地学教室
新潟県高田市

富山大学付属図書館理学部分館
富山市五福319日

富山大学理学部地学教室

富山市五福3190

金沢大学理学部地質学教室

金沢市丸白内 1

金沢大学理学部能登臨海実験所
石川県珠洲郡内浦町小木
金沢大学付属図書館教育学部分室
金沢市丸の内 1番1号

金沢大学教養部地学科（図書室）
金沢市丸の内 1-1

福井大学教育学部生物学教室図書室
福井市牧島町26

福井大学教育学部地学教室図書室

福井市牧島町26

山梨大学教育学部図書館

山梨県甲府市武田4丁目 4-37

信州大学文理学部地学教室
長野県松本市県町

信州大学付属図書館県町分館
長野県松本市県町

信州大学教育学部地学教室

長野市西長野

信州大学付属図書館教育学部分館
長野市西長野

信州大学付属図書館織緋学部分館

長野県上田市

信剖｛大学付属図書館農学部分館

長野県伊那局私書面 1号

信州大学農学部付属演習林

長野県伊那局私書函 1号

静岡大学理学部

静岡市大岩町2丁目

静岡大学付属図書館

静岡市大岩町2丁目
静岡大学付属図書館農学部分館

静岡県磐田市見付

東海大学海洋学部折戸図書分室

静岡県清水市折戸1000

岐阜大学材属図書館農学部分館

岐阜県各務原市那加門前町
岐阜大学教育学部付属図書館

岐阜市長良
名古屋大学理学部地予掃除図書室

名古屋市千種区不老町

名古屋大学理学部付属菅島臨海実験所
三重県鳥羽市菅島町

名古屋大学燥宇部演習林本部
名古屋市千種区不老町

愛知教育大学付属図書館

愛知県岡崎市明大寺町西郷中38

名古屋市立大学付属図書館
名古屋市瑞穂区田辺通3丁目 1

近畿地方

三重大学付属図書館農学部分館

三重県津市上浜町

三重県立大学水産学部
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三重県津市大谷町11

滋賀大学教育学部図書館

大津市石山平津町197

京都大学理学部地質学鉱物学教室

京都市左京区北白川追分町
京都大学理学部動物学教室

京都市左京区北白川追分町



京都大学瀬戸臨海実験所

和目立山県北牟婁郡白浜町

京都大学農学部図書室

京都市左京区北白川追分町

京都大学農学部演習林

京都市左京区北白川追分町

京都大学みさき臨海研究所

大阪府泉南郡岬町みさき自然水族館内

京都大学教養部生物学教室

京都市左京区吉田三本松町

京都教育大学付属図書館

京都市伏見区深草藤ノ森町 1

京都工芸繊維大学付属図書館

京都市上京区北野村社前

京都府立大学農学部図書館

京都市左京区下鴨半木町

京都府立大学付属図書館

京都市左京区下鴨半木町

奈良女子大学理学部動物学教室

奈良市北魚屋西町

奈良教育大学付属図書館

奈良市高畑町

和歌山大学教育研究所

和歌山市真砂町1 の 1

大阪大学理学部図書錨

豊中市北万根山宇北谷

大阪大学教養部図書館

豊中市待兼山町l の l

大阪教育大学付属図書館

大阪市天王寺区南河堀町

大阪教宵大学天王寺分校地質学教室

大阪市天王寺区南河堀町

大阪府立大学図書館

堺市百舌鳥栴町4TB04 

大阪府立大学農学部昆虫学教室

堺市百舌鳥梅町4丁

大阪市立大学理学部地学教室図書室

大阪市住吉区杉本町459

大阪市立大学理学部生物学教室図書室

大阪市住吉区杉本町459

大阪工業大学一般教育科地学教室

大阪市旭区大宮北之町1ー158

武庫川女子大学図書館

西宮市池関町137

神戸大学付属図書館理学部分館

神戸市灘区六甲台町12

神戸大学付属図書館教育学部分館

神戸市東灘区住吉町赤塚山
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兵庫農科大学付属図書館

兵庫県多紀郡篠山町

兵庫農科大学付属加古川農場

兵庫県加古川市平岡町新在家

中園地方

岡山大学理学部地学教室図書室

岡山市津島

岡山大学盟津部生物学教室

岡山市津島

岡山大学玉野臨海実験所

岡山県玉野市渋川2丁目 3 3 

岡山大学農学部図書室

岡山市部島

岡山大学付属図書館教育学部分室

岡山市津島

岡山大学大原農業生物研究所図書館

岡山県倉敷市

広島大学理学部地質学・鉱物学教室

広島市東千田町
広島大学理学部動物学教室

広島市東千田町

広島大学理学部植物学教室

広島市東千田町

広島大学理学部植物学教室 ヒコピア会
広島市東千田町

広島大学教育学部図書館

広島市東千田町

広島大学付属向島臨海実験所

広島県尾道市外向島町干汐

広島大学付属図書館水畜産学部分館

広島県福山市沖野上町

鳥取大学付属図書館農学部分館

鳥取市立川町

鳥取大学農学部付属演習林

鳥取市吉方

鳥取大学付属図書館教育学部分館

鳥取市立川町

島根大学付属図書館

松江市西川津町

県立島根農科大学付属図書館

松江市乃木福富町

山口大学付属図書館文理学部分館

山口市後河原150の l

山口大学付属図書館農学部分館

山口市大字平井宇廻国752

山口大学付属図書館教育学部分館

山口市

山口大学教養部山口大学付属図書館教養部分館



‘ 

山口県山口市吉田

農林省水産大学校付属図書館

下関市吉見

宇部短期大学付属水質研究所
山口県宇都市藤山

四園地方

徳島大学教育学部
徳島市常三島町

地学教室

徳島大学付属常三島分館

徳島市常三島町 1丁目

香川大学付属図民生館農学部分館

香川県木困郡三木町

香川大字ー付属図書館教育学部分館

高松市幸町

愛媛大学文理学部

松山市文京町

愛媛大学文理学部

松山市文京町

地割!JI究室

生物学教室図書室

愛媛大学付属図書館

松山市樽味町

農学部分館

愛媛大学農学部 昆虫学教室

松山市樽味町

愛媛大学農学部見虫学教室

松山市樽味町

四国昆虫学会

高知大学付属図書館

高知県南国市物部

農学部閲覧室

高知大学文理学部助吻学教室

高知市朝倉1000

高知大学宇佐臨海実験所

高知県土佐市宇佐町

高知大学教育学部図書館

高知市朝倉1000

高知女子大学

高知市北与力町 l

九州地方

九州大学理学部地質学教室

福岡市箱崎

九州大学理学部生物学教室

福岡市箱埼

九州大学理学部付属天草臨海実験所

熊本県天草郡苓北町富岡

九州大学農学部中央図書室

福岡市箱崎

九州大学農学部

福岡市箱崎

見虫学教室

九州大学教養部生物学教室

福岡市六本松4丁目

九州大学生産科学研究所

福岡市箱崎

福岡教育大学付属図書館

福岡市塩原町

久留米大学商学部
久留米市御井町

大分大学教育学部

大分市駄ノ原

図書館

教育研究所図書室

佐賀大学付属図書館農学部分室

佐賀市本庄町

長崎大学付属図書館水産学部分館

長崎市文教町 lー14

長崎大学教育学部図書F館

長崎市大橋町

熊本大学理学部

熊本市黒髪町

熊本大学理学部

熊本市黒髪町

地質学教室

生物学教室

熊本大学付属図書館

熊本市黒愛町

熊本大学教養部図書館

熊本市黒髪町

宮崎大学付属図書館

宮崎市船塚町

農学部分館

宮崎大学付属図書館教育学部分館

官時市西丸山町130

鹿児島大学理学部図書係

鹿児島市鴨池町·201

鹿児島大学農学部図書室

鹿児島市上荒田町1946

水産学部付属図書館

鹿児島市鹿児島大学

鹿児島大学付属図書館

鹿児島市鴨池町251

教育宇部分館

鹿児島大学教養部図書係

鹿児島市鴨池町101

沖縄

琉球大学農家政工学部図書館

沖縄那覇市

琉球大学文理学部図書館

沖縄那覇市

モの他
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文部省社会教育局社会教育課博物館施設担当官

東京都千代田区霞関

国立国会図書館

東京都千代田区永田町1丁目 10番l号

大阪府立図書館

大阪市北区北中／島1 29 

大阪市立中央図時館



大阪市鶴間捕まむ獅泌i盤5

国外観封書E桁発数

アイスランド Iceland

St副知 M郡部m of l昔拭u路I Hlstory J カ所

アイル予ンド Irelan品

National Museum of I開land など 2 カ所

アメ手カ合衆控室 u. 誌 A.

American Museum of Natural H時tory など76カ

済

アラブ速合

Societる Entornologique d’Egypte など日カ所

アルジエリア Algena

lnshtut Oceano宮raph1que d’Alger など 2カ絞

アルゼンチγArgentrna

Mt品開 Argentina de C棺ncias Natural関など吾

カ隣

イギ事ス England

話ritish Mu粧urn (Natu担i 詰istory）など38カ認可

イス予エル Israel

G開，Jo草花aI Survey of Israel など邑カm

イタ守ア Italy

Muse。 Tndentino di Scienze Naturali t;.1::20カ所

イヲク Iraq

N批ural History Mu出um 1 カ所

イラン

Univ. Teheran l カ市f

インド India

Indian Mu開urn など自力隊

インドキシア Indon怠sia

Museum Zoolo富1cum 話。gori•開閉など4カ所

ウルダワイ Uru皐uaヴ

Mu盟。 de Historia N祭会問al 1 :11~奇

エクア l'JV Ee悶dor

Revista Ecuatonana de Entomologia y Parasitｭ

ologia 1 カ務

才一ストラ苦ア Au計四lia

Australian Mu開忽抽など28カ所

オFストりア Austria

Naturhistorisch<出 Mus叩rn zu Wien など 9 カ所

オランダ Netherlands 

Rijksrnuseurn van Natuurl!jke Histone など13カ

所

カナダ Canada

Royal Ontar拍車Au盟um など17方競

勝際 Korea

議長ill水波大宅i' 1 カ穿？

ギ事シャ G陪ece

Ins ti知怯 of G即•logy and Subsurface l<e駒arch

18 

2 カ主持

ごコス~ ＇） ヵ Costa Rica 

Museo N制ional de Costa Rica 1 カ所

コロンピ？ァ Colombia

lnstituto de Ciencias Naturales 1 カ務

コンゴ Congo

InsL d舎Etudes Cent開fncain時 1 ;11 r,青

；；ャマイヵ Jamaica

E注ience M附eu民 I部計知leof Jamaica など2カ所

シンガポー申告.mga po狩

Botanic G訂de民 Sin草apo偲など2カ所

スイス Sw1鵠

Naturhis拍risches Mus削聞など8カ所

スヱーデy Swedeπ 

Naturhisto口ska Riksrnuseum など13カ所

スペイン

Sociedat Espa抗ola de 日i枇oria Natural, Musco 

Nacio凹l de Historia Natureles など5 カ所

セイロン Ceylon

National Museum of Ceylon など 2 ；ち滋

セネガル Sεnegal

InsL d'Afrique Noi司王主主持

ソ ザヱト U.S.S.R.

Ins註れite of Scientific Information, Academy of 

詰dence of むき5設など10カ預

ソ oc;; ン British Solo田on Islands 

ひ叩art悶ent of A窓口culture, Honiara 1 カ所

タイ Thailand

Fo開抗日erbarium, Royal Forest Department な

ど2 カ認可
チェコスロノマキ悶y Czechoslovakia 

Societas Zoologica Bohemoslovenica など10カ浴

中国中犠人民共和関

中関科学協閣議録など自力続

中関 中望書氏隠〈台湾〉
台湾省立純物E誌など 2カ所

テュエデア Tuni閉廷

5田iete des Sc1en明鴻 Naturelles de Tums1e 1 ヵ所

テ事－ Chile

M出回諒部ional おお括和na Natu措1 など 2 カ所

デンマ－（］ Da良市ark

Unive目itets ゐolo草iske Museum など5 カ所

ドイツ西 γイツ

De包括ches Museum など筋力所

ドイツ東ドイ ·1 D‘ D R 
Zoo ogisches Museum der Hurnboldt·U説明間tlit

など11カ所

トノレコ Turkey



Department of Zoology, Univernty of Istanbul 

など2カ所

ニューカレドニア New Caledonia 

Musee Neo-caledonien など 3 カ所

ニュージーランド New Zealand 

Royal Society of New Zealand など9 カ所

South African Museum など 7カ所

メキシコ Mexico

lnshtuto de Biologia など3 カ所

モナコ Monaco

Musee de Monaco 1 カ所

モロッコ Marroc

ノルウェー Norway Institute Scientifique Cherifien 1 カ所

Universitets Zoologiske Museum, Oslo など5 カ所 ユーゴースラピア Jugoslav1ja

耳 I パキスタン Pakistan Musei Macedonica Scient1arum Naturalium など

色。

Jf 

！工

ヲ7

ミt

Pakistan Association for the Advancement of 5 カ所

Science 1 カ所

ハンガリア Hungary

Hungarian Museum of Natural History など4カ

所

フィリッピン Philippines

Univerrity of Philippines など2 カ所

フィンランド Fmland

Societas pro fauna et flora Fennica など7カ所

プラデル Brasil

Escola Federal de Minas de Ouro Preto など6 カ

所

フランス France

Museum National d’Histoire Naturelle など13カ

所
プルガリァ Bulgaria

Bibliotheque Centrale, Academie Bulgare des 

Sciences 1 カ所

ベトナム Vietnam

lns¥Itut Oceanographique de l’Indochine 1 カ所

ベネズェラ Venezuela

Museo de Cinensias Naturales など4 カ所

ベール Peru

Museo de Histona Natural など 1 カ所

ベルギー Belgique

Musee Royal de l'Afrique Centrale など 7 カ所

ポーランド Poland

Osrodek Dokumentacji i Informacj1 Naukowej, 

Polskiej Akademii Nauk など8 カ所

ポJレトガr＇レ Portugal

Esta~ao de Melhoramento de Plantas など 5 カ所

ホンコン香港 Hong Kong 

University of Hong Kong I カ所

マダガスカル Malgache

Institule de Recherche Scientifique Tananarive 

l カ所

マレーシア Malaysia

Sarawak Museum など3 カ所

南アフリカ South Africa 

Jレーマニア Romama

Museum d’Histoire Naturelle “Gr. Antipa”など

4 カ所

レノマノン Lebanon

American University of Beirut 1 カ所

ローデシア Rhodesia

National Museum of Southern Rhodesia l カ所

5 5 昭和40～42年度収集保管事業概要
5-5-0 

。アカシゾウ発扱経過

発掘までのいきさつ

昭和41年6月，紀川晴彦氏から同氏が独力で発掘した

アカシゾウほぼ一体分 97 点の化石白寄贈（5 3 1参照）

をうけた当館では，同氏をはじめ， Eのととに関係され

た多くの方々の当館に寄せられた厚意と信績にEたえ，

E白標本をさらに完全なものにして学聞に貢献し，市民

IC公開するため，紀川氏が掘り残した部分（とと IC頭骨

・下顎骨・大腿骨）を求めて明石市大久保町西八木の海蝕

崖田発掘が計画された。当時現場は近畿地方建設局姫路

工事事務所東播海岸出張所が前田建設工業株式会社の施

工によって護岸工事を行なっており，そ白筋白了解と地

主目了解を得る必要があった。発掘は工事の中止される

盆白休日を利用して行なわれた。

灯「－-fl－ ，、

I~ .，＇：／·. 
υR 
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。岡山県津山市（ 8月26～27 日） （千地）

本市旭区理科研究部会化石採集実地指導に行
き，中新世の貝化石採集

昭和41年度

。山陰地方（ 4 月 3～ 6 日〉 （千地〉

堺市教育委員会地学野外研修会実地指導

。兵庫県玄武洞（ 4 月 22·～23 日〉 （千地・波田）

柱状節理由発達した玄武岩採集

。岐阜県郡上郡八幡町熊石洞（ 8月 8～11 日）

（日i甫・波田）

ヤベオオツノシカ白角など約 300点目第四紀事

物化石採集

。徳島県名西郡神山町（11月 l～ 7 日）

御荷鉾緑色岩類などを採集

。和歌山県有田郡金屋町・清水町（11月 28～ 12月

4 日）（波田）

御梯キ緑色岩類，紡錘虫・アンモナイト化石採

集

昭和42年度

。総合研究「日本海域白地学的諸問題」の研究分

担者として日本海において有孔虫採集（ 6月 12

～18 日） 〈千地）

。愛媛県東宇和郡野村町・宇和町（ 7月25～28 日）

（波田）

秩父古生層白岩石・化石標本収集

。長野県南佐久郡伊那谷地方（ 8月 2～ 7 日〕

（千地）

。総合研究「大阪層群とそ白相当層le関する総合

研究」白現地集会に参加化石収集

。高知県長岡郡大豊村（ 8月 19～26 日， 12月 5～

10 日） （波田）

総合研究「日本の変成帯形成史」の研究分担者

として上記白地域を調査し，御府鉾緑色岩類を

採集

。和歌山県白浜；ror c12月 2～ 3 日）

化石有孔虫採集

以上田ほか日帰りの採集および普及事業の際le採

集を行なった。

。主な寄贈標本

L 兵庫県明石市産アカシゾウ化石

58]

（神戸市須磨区南町2丁目 1 白4号

（詳細は 5-3-1を参照されたい）

2. 大阪府高槻市産タカツキワニ化石（自le no 66 

161, 2) 

（布施市北蛇草259 山本勝吉氏）

（茨木市竹橋町 4<1)8 児島武利氏）

黄銅鉱，方鉛鉱h 輝緑凝灰岩 3点（file no 66 

ー167〕

大阪市北区新川崎町 1 三菱金属鉱業株式会社〕

4. 岐阜県瑞浪市産貝化石 17点（品le no 67-56]

（岐阜県瑞浪市明世町月吉早瀬光秋氏〉

5. ブラジノレ産メノウなど鉱物標本 7点（自le no 

町一1剖）

（大阪市都島区御幸町 1 の11 山添数一氏）

6. 中華民国台湾省産貝化石 51点 （五le no 67-

1槌）

（大阪市立大学理学部生物学教室粉川昭平氏）

7. 大阪地下鉄4号線工事で出土した化石（自le no 

67 193) 

（大阪市交通局高速鉄道建設本部

5 5 2 動物学部門

1. 購入標本

1 ）吉良哲明氏旧蔵海産貝類（42年度）

2 ）フィリピン産陸産貝類

3 ）有明海産オオシャミセンガイ

2. 館員自採集

1 ）対馬・壱岐産両生腿虫類（40年 5月， 41年5～ 6

月）

2 ）岡山県吉井川水系白淡水魚など（42年 3 月）

3. 主な寄贈標本

1 ）カンポジヤ産へピ（依田恭二氏・ 40年日月〉

キングコプラなど

2 ）対馬・壱岐産淡水魚（友田淑郎氏・ 40年11月）

3 ）インド産淡水魚など（杉山幸丸氏・ 40年12月）

4 ）八重山産両生腿虫類（下謝名松栄氏・ 41年1 月〕

5 ）壱岐産へピ（壱岐高校生物部・ 41年7月）

6 ）高知産オナガドリ（中江産業株式会社・ 41年7月）

7 ）チーター頭骨（天王寺動物園・ 41年12月〉

8 ）台湾産カエルなど（粉河昭平氏・ 42年 4月）

9 ）ワタリアホウドリ（極1哨市鯨山形幸久氏・ 42年4

月）

出口守氏）（波田〕

写

' 、

コ
E
C

5 5 3 昆虫学部門

日：本産昆虫の平均的収集と大阪産昆虫の完全な収集と

いう目標le加え，昭和41年度から第四紀化石昆虫を集め

はじめた。それらの目的で担当学芸員（日i市）が行なっ

た出張は次回通りである。便宜上調査研究白ための出張

及び普及行事白予備調査も含めて記述する。

40年4月 4 日京都深草 大阪層群昆虫化石

4月 11 日豊中市待旅山大阪層群昆虫化石

4月 18日京都深泥池 水楼昆虫

4月20日高槻市水無瀬川水棲昆虫

4月28日金剛山 一般昆虫

5月 11 日河内葛城山 一般見虫

5月 13日大東市安田 沖積層昆虫化石

5月 18 ・ 19 ・ 20日橋本市 首蒲谷庖昆虫化石
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（千地）

（自le no 66-1 

紀川晴彦氏〕

3. 



S見詰日 鍛路子作 4綾E主主

日月23 ・ 24 日 議官理主義長浜 氷室妻昆虫

草月 30～ 7丹 7 器管議j農作ヒ半島一般昆虫

ill名善事・奇襲w· 主主主義織・共；喜軽量奇・佐弁等で主主薬

務毛主霊長11'.）友京都宮霊ケ厚子治言葉設筏研究所昆虫分類

整等主主緩までま，喜朗ぷのゴミムシ蒋標本を持参し，

i帯主主を鉄事費した。

41年1月20罰大葉市野鱗 銭!t-lll虫

3 ）ヲ I ~ 2主政務官草寺寺山 総冬Jl!Jl:\

4月 12田和歌山県粉河町 一般民JI\

4月 20 日 河内長野市ミ三目前水淡路氏

5月lB日豊中市上新Ill 火殺溺草草化，:i:;f芝草ミ

5月 24 日 f寺殺w " H 
5月 29日京都市 一般E毛糸

42年1月 8 日 羽曳野務大手立Ill ~r綴緩ll:<ヨE霊泉

1 月26詞桜井市初類w 務冬E亀tゑ

2月 l 自 ,, 三事室111 " 

2丹 5～12昌 三霊霊長大台湾・ 1主管京総~I草取お

よとF氷主主主芸員三

3}l313 泉南郡熊浪費7 ＊阪緩綴j~'.lヨmm

4Jl30自主義察署f減免滋町 水楼潟Jf\

5 ｝寺 4 持機本計7紀見.普 " 

6Jl 7 日 t室岡林市 ,, 

草月$日能勢妙見山 一般昆虫

草月 17～2413 北海道糠平 " 

ア月 17～25日 北海道熊石村及び奥尻烏 …主党隊員ミ

10月 6 日淡水術抱IAE巨 大板層群総務儀会

10月 19日議開林術 祭幼虫

43年 2月 4 日 後警告妙；！;Ji 越冬昆虫

2月29日 華o；誌術後太Ill グ

3Jl 3日。

3月草令w総務 滋事実空襲

号寄贈綴本〈災入翼民〉

Z喜和組長手渡：

大荻返事君主義ト γ"1 2Rぷ

怒美大島芝草トンボ毒事 29A誌

タイ哲クアカネ 2点

高知E差トンボ 3点

ヒメサナエ 2点

昭和4年度．

奈良市産水生半郊塁間部17点

オオツヤマグソコガネ 21民

アラビア産セミ 3ぷ

持機産モンシロテ z ウ 7ぷ

トンボ，繰標本等 11ぷ

奈昆布氷上法産トンボ10点

各地遂トンボ lB点

＊＇ぎクワ jf" 4点

" 
＊主主主主虫

E草花茂氏

井上清氏

宮崎俊行氏

附本啓氏

永湘i筆一氏

君事傘三氏

土井｛宇治吉普及

ゃあ立女＆武

器彦総 長室主主

主義務淡＂＇
喜善苦言トンボ霊長言語会絡＂＇

建主 主主：7-J:I';

開Ill俊泌氏

トンボ主謀本 7点 悶端修氏

カメムシ，ト Y,f,等 3点 中村新次期日正記

近畿滋オサムシ，カメム＞＇ 6 点 児3正義華民

サラワク絞アリ 14点 芝際太一1';

日本総附J!\f河：＠綴本（シデムシ蒋等：） 531点

芝E話太一1';

1士iii!軍隊議機本 218点主主角絞包24袋 i璽lllll罪稔氏

下北挙運勢謀長E悪霊ミ 限発車語録27袋 佐霊草教え

古語時議隊基ミ

昭吉142怒5芝：

141袋

大絞E語カワトンボ 14ぷ

軍基菱重華麗漆E塁5主 総点

重量Jllllfl平氏

殴定子氏

神吉正雄氏

ヒメアカカツゑプシムジ民主・幼虫 80，点

I寄場耕一氏

衿戸産ヨ =r•:rナサシガメ 3点 綴!II-和男氏

奈良公醤E聖誕mr笥証言者守燃本 58点、 土井仲治郎氏

蝶謀本（キヤムヲシグミ号事） 8ぷ s水際氏

疏球列島産セミ 3ぷ 2主隙太一氏

日本産甲虫同窓済事手本（コガ主主ムシム手守勢｝ l号1ぷ

北海道産壊 れぷ

！胃麹斑詩及び原虫等 168点

；！！（皇室類等標本 部三三

主主Ill太一E毛

！］、襲李 主義＂＇

E議 室建＂＇
絞夏草納氏

奈良長義務JI（産エヅスデグロテ冨ウ 1ぷ牛島紘一1';

綴発草案SI.毒言語主主テ Eシデムシ 1ぷ 費支口築後氏

II'盛主主襲本 2点 胤 臨書氏

空語録大E喜怒車整 45点 栄政~fl:

オサムシ 7点 総口修1';

カメムシミ事 邸点 中村新次郎氏
／、オt ぜロトンボ l 点 東灘弥氏

対総本芸春i1li トンボ 8点 井上告守＂＇
l'1'総体階級トンボ 11点 古Ill鋳彦氏

日本波踏襲 3点 本医良子主主

対胤波大話器mra 140ぷ大器王家立大学探検部

第五＂＇ツジマヤマネコ毅変滋

E弔問4 4薗絡線内

昭和4自年度

L 40年度合方針，後)lf(Jわ緩め生物語主申関鐙iこ関連

して水慈の主義務にJむをいれる｝.；量？であったが，十分成果

をあげるととが弘来fよかった。

2. 主君当学校長主的資料収正義に隠する 1±15長

4)l6Jl 兵怠犠勢崎君事火事事内町"jl!;む主張

5月 23 日滋賀県長浜市隊滋

5月30 日 大阪府系F首都砂JI[付従

7月 5 日 大阪府和泉市鶴殿山付波

7月昌日 三葉県伊勢市島路Ill

7月 31～ 8月 1 日 滋賀県長浜桁主導ill

8月 7～ B 日 兵庫県神終邸主御内約苦濯の綴
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2月 4 日西宮市甲陽園付近

2月 16～19 日 高知県住川町周辺

3. 寄贈標本

鈴鹿山脈産植物標本 10点 児玉務氏

滋賀県マキノ付近産地物標本 弱点 グ

奈良県宇陀郡産植物標本 20点 ,, 

近県産植物標本 16点 ,, 

豊中市周辺産植物標本 5点 小山三郎氏
滋賀県日野町鎌掛産植物標本 12点 児玉務氏

京都府産植物標本 14点 " 

奈良県生駒郡鳴川峠産植標本 5点 " 

兵庫県西脇市産エゾハリイ標本 1点 奥村英世氏
沖縄産植物標本 253点仲曽根善守氏
屋久島産植物標本 31点 上回俊穂氏

沖縄・南｝L＜川産組物標本 27点 田川基二氏
三重県平倉演習林産植物標本 23点 児玉務氏

計 475点

昭手目1年度

1. 担当学芸員の資料収集に関する出張

日月 4～ 6月 兵庫県神崎郡大河内町砥の峯

B月20～23日 三重県多気郡宮川肘

12月 10 日 大阪府大東市野崎付近

12月 14日 神戸市立魚崎中学校，藤本義昭氏寄贈標本引

取り

2. 寄贈標本

奄美大島産ヒメデンダなどシダ植物標本 3点
定ヰす義雄氏

日本産γダ植物・海藻標本 65点 田川基二氏

村田源氏

倉田悟氏

山中雅也氏

真砂久哉氏

竹内敬氏

生田耕蔵氏

小山三郎氏

" 種子植物標本 9日点
,, シダ植物標本 56点

八丈島シマテンナンショウ標本 l 点
和歌山県産ハヤマγF標本 1 点

京都府産コケ植物標本 162点

御殿場産シタ’植物標本 3点
北海道産種子植物標本 4点
月ケ瀬産ヒメカンアオイ

和歌山県産カンアオイ類

和歌山県産アツミカンアオイ

近県産植物標本

大阪府産植物標本

大阪府産植物標本

屋久島産組物標本

屋久島産植物標本

大阪府産植物標本

四国産ケキシモウワラピ標本

屋久島産植物標本

l 点 谷幸三氏

2点 生田耕蔵氏

1点 木下庭二氏

27点 桑島正二氏

29点 中西定雄氏

35点 桑島正二氏

2点 西本裕氏

4点 小山三郎氏

6点 桑島正二氏

1点市岡高校生物部

2点 松本邦夫氏

屋久島産シマサクラガンピ標本 1 点 小山三郎氏

奈良県産植物標本 47点 児玉務氏

福岡県産シダ植物標本

大阪府産コガマ

大阪府・和歌山Jij!,ilff植物標本
大阪府産ギンラン標本

長野県産オオパボダイジュ標本

京都府産など植物標本

大阪府産など植物標本

大阪府産など植物標本

兵庫県産など植物幌本

15点 筒井貞雄氏

1点 里中長治氏

50点 中西定雄氏

1 点 西川喜朗氏

1 点 石川博規氏

5点 上田俊穂氏

13点 桑島正二氏

12点中島徳一郎氏

40点 児玉務氏

シダ紘物標本 15点 田川基二氏

藤本義昭氏

谷本充甫氏

児玉務氏

尾花茂氏

守田仁子氏

田中義信氏

豊原稔氏

村田源氏

中西定雄氏

中西定雄氏

真鍋鶴松氏

イネ科植物標本 30点

大阪府産植物標本 3点

和歌山県産など植物標本 50点

奈良県産ウキゴケ標本 1 点

奈良県産オオヒメワラビモドキ標本 l 点

京都府産オオタポシダ標本 1点

堺市産ホテイアオイ 3点

各地産植物標本 100点

九州産植物標本 27点

大阪府産植物標本 38点
北海道産植物標本 6点
大分県産ホウライシダ標本

和歌山県産植物

大阪府産など植物標本

大阪府産植物標本

1 点 山元晃氏

4点堀勝氏

58点中島徳一郎氏

各地産植物標本
高野山産ヤマハンノキ

各地産植物標本

シダ植物など植物標本

計

昭手国2年度

9点 中西定雄氏

45点 村田源氏

1点 山元晃氏

170点 村田源氏

257点 倉田悟氏

501点

1. 42年度の方針，北海道出張を機会IC 日本北部産植物

の標本充実を計る。

2. 担当学芸員の資料収集に関する出張

42年4月 15日神戸市六甲山

5月 27·～29 日 兵庫県養父郡関宮町鉢伏高原J司辺

6月 17·～24日北梅道糠平など

8月 6～14 日 兵庫県養父郡関宮町鉢伏高原周辺

3. 寄贈標本

大阪府・和歌山県産植物標本

大分県産ヤナギ由一種

奄美大島産シダ植物

ツタリタケ・シイタケ標本

各地産槌物標本

各地産植物標本

生駒山産植物標本

各地産植物標本

九州産シダ植物標本

11点

1点

4点

2点

216点

248点

4点

120点

5点

中西定雄氏

山元晃氏

生田耕蔵氏

上田俊穂兵

田川基二氏

田川基二氏

西本裕氏

田川基二氏

生田耕蔵氏
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柏原市マダケ白花 1 点 山本勝吉氏 豊中市産ウキアゼナ 1 点 谷本充甫氏

高野山付近産植物標本 3点 山元晃氏 コップタケ標本 1点 上回俊穂氏

金剛山・大台ケ原山植物標本 5点 西本裕氏 四国産植物標本 32点 西本裕氏

奈良県産植物標本 l 点 小山三郎氏 北海道産植物標本 13点 真鍋鶴松氏

和歌山県産ミズスギ標本 l 点 中島国雄氏 大台ケ原産地衣継物 3点 横井定氏

和歌山県産植物標本 3点 山元晃氏 奈良産など植物標本 4点 西本裕・谷中英記氏

和歌山県議厚誼山産植物標本 7点 堀 勝氏 奈良県産など植物標本 116点 児玉務氏

滋賀県産など植物標本 1日7点 児玉務氏 大阪府産など組物標本 12点 中西定雄氏

近県産植物標本 50点 上回俊穂氏 大阪府産など植物標本 22点 桑島正二氏

北海道産植物標本 102点 児玉務氏 京都産など植物標本 39点 上回俊範氏

金剛山産植物標本 B点 西本裕氏 各地産植物標本 171点 布藤昌一氏

新潟県産など植物標本 117点 桑島正二氏 九州産シダ植物標本 37点 筒井貞雄氏

シダ植物語本 2点 芹沢俊介氏 北海道産コンフ．標本 10点 佐々木茂氏

各地産植物標本 200点 水谷正美氏 計 1072点

6. 調査研究事業

6 1 自然科学博物館におけ調査研究事業について

わが国の地方自然科学博物館の最大田弱点は調査研究

であると思われる。そのととは現在地方博物館から出版

されている研究報告がいかに少ないかという Eとによっ

ても明らかである。かつては大学において行なわれてい

た分類学や形態学など由記載的研究がすでに大学におい

ては主流の座を実験的研究IC空げ渡している今日，自然

史科学白最も基礎的研究は標本白集積している，あるい

はまた標本の収集・保管を仕事とする博物館においてな

古れなければならない白は当然である。事実永い歴史を

持つ諸外国の博物館ではそれを行なっている。わが国で

は国立科学博物館がその役割を呆しているにすぎない。

わが国の自然史科学の発肢を考えれば国立科学博物館四

みでは余りにも貧弱である。少なくともとれと同等規模

のものがあと 2, 3 館は必要であろう。

一方地方自博物館白大部分は歴史も浅いために資料白

集積がなく，かっ人員・予算も小規模である，加えてζ

れら地方の博物館は社会教育機関であるという理由から

か，調査・研究事業を余り重視しない傾向を持っている

のではないだろうか，あるいはまたそのような理由から

研究者がいないか，いても調査・研究活動が種々の条件

ICよって制約されている白ではないだろうか。しかし乙

れでは地方博物館は社会教育機関としての存在意義すら

次第に失われてしまう四ではないかと思われる，なぜな

ら，本当の社会教育は学校教育の延長ではないし，自然

史白調査・研究活動に支えられた，少なくとも，直接的

つながりを持っていなくてもE 調査・研究活動を現IC行

なっている学芸員が立案・指導する展示・教育活動でな

ければ社会人にとって魅力あるものにはならないと信じ

るからである。

そのような意味で当館では調査・研究活動を重視して

いる。己目場合分類学だけが博物館白研究領域とは考え

ていない。もっと広い意味白自然史，それは分類学に基

礎を置くものであるが，たとえば動物相，植物相の調査，

生物ゆ布とその成立過程，地史および地質誌，古生物群

集の調査等々にもカを入れている。 Eのような自然史的

テーマをえらぷ方が調査・研究活動および収集・保管活

動と社会教育活動の統がとりやすく，地方博物館白活

動として効果的であると恩われる。

しかしながら，個々白学芸員ICは専攻分野田性格，学問

的興味，研究能力その他種々白相違がある。したがって

巻頭ICのベた原則論をそのまま機械的に当てはめる乙と

はまちがっている。地域社会の人々と直接的には何由か

かわりあいもない生物白どく l部白グループについての

純粋に分類学的テーマあるいはその地域と何のかかわり

あいもないよう ICみえる地峨由自然史的テーマを持って

いる学芸員があるとすれば，そ白人は研究テーマを変更

しなければならないとするのは皮相的な考え方である。

そ白人はそ白研究をつづけて立派な成果を次々に出すべ

きである。だがそれだけで終るならば博物館学芸員とし

て白社会教育面での責務は果していない乙とになる。そ

れと同時に，彼はその研究活動を通じて高められた自己

申研究者としての能力・自然への洞察力を社会教育面IC

注ぎ込むと共IC，自己白研究成果を直接的に社会教育に

使う機会を虎視耽々とねらう頑駆的姿勢をかまえるべき

である。あるいはまた個人的なテーマはそれとして，社

会教育面IC直接役立つ爾査・研究白機会がつくられれば

それに参加する意欲を燃すべきであろう。 ζのような意

味で当館では学芸員個人のテーマと調査・研究活動はあ

くまで尋重し，さらにそ白テーマを固定的なものとして

でなくテーマの発展と教育活動との結びつきの可能性を

みつめてゆきたい（干地）。

6 2 研究体制

当館では地学・動物学・昆虫学・植物学白4部門IL各
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イトの産地が点在しているが，それらは非常に似た化石

租借成を示している。そ己で，最近発見されつつある京

南アジアのトリアス紀アンモナイトを主IC，その分類学

的研究をおし進めたい。

〔研究業績〕

。 Discovery of Early Triassic Ammonoids from 

Gua Musang, Kelantan, Malaya (Notes on the 

Geology and Palaeontology of Malaya-ill) Jour. 

Geosci., Osaka City Univ., vol. 9, art. 4・m. p. 

111 122, pis. 3-4. 1966 

。 Onthe Remarkable Unconformity at the Jengka 

Pass, Pahang, Malaya (Notes on the Geeology 

of Malaya-IV). ditto vol. 9, arl.4 IV, p.123 130. 

1966 （市川浩一郎，石井健ーと共著）

。 Discovery of Aptian Ammonites from the Shi・

manto Terrain, Western Shikoku. Trans Proc. 

Palaeont. Soc. Japan, N S., no. 62, p. 242-250, 

pis. 29-30, 1966 （中居功と共著）

。 Geology of the Middle-Antagawa District, 

Wakayama Prefecture, with Special Reference 

to the Relationship between the Chich1bu Belt 

and the Sambagawa Belt Bull Osalrn Mus 

Nat. Hist., 20, 39-60, 2pls. 1967 

宮武頼夫（MIYATAKE y ono) 

〔略歴〕

昭和35年3月：九州大学決学部農学科卒（昆虫学専

攻）

昭和35年5月・ハワイ州ビショップ博物館研究員

（一年間）

昭和38年3月。九引大学大学院決竿舟「究科修士課程

修了

昭和41年3月・ 同 博士課程終了

昭和41年4月～昭和42年3月 学術振興会特別研究

生（九州大学燥学部昆虫学教室ICて）

昭和42年5 月 当館嘱託

〔研究テーマ〕

A 日本及び琉球列島産キクラミ科の分類学的並びに生

態学的研究

キジラミ 'i'fはコナジラミ・アプラムシ・カイガラムシ

と近縁の半週目白 1 クループで，大部分が樹木白害虫で

ある。まだまだ研究が遅れているため各地から標本を集

めて分類学的研究を進める一方，国内国外における分布

や生活史等の生態的研究も主主視している。やがては世界

のキジラミ科の系統進化，もっと進んで同麹亜回全体四

系統進化にまで発展させたいので，もっと広い地域白材

料，もっと広範囲のグループへと拡げてゆきたい。

B 琉球列島の昆虫相とその解析

日本列島南部IC分布する見虫の中には，琉球列島を媒

l名目専門学芸員が配置されているにすぎない。したが

って館としての研究のレパートリーは狭く，研究活動の

みならず，資料収集・教育活動面においても種々の支障

があり，かっ市民自要望にも応えにくい。現在の段階で

は少なくとも各部門3名由学芸員と 1～ 2名の学芸員捕

を必要としている。一方，外部との研究上で白協力体制

も充分整備されていない。すなわち現在の当館田研究体

制はきわめて貧弱であると言わねばならない。

われわれが日本博物館協会IC地方博物館の研究体制の

強化を強く要望し続けている白は，わが国の地方白自然
科学博物館の実体が当館と大同小異であるという現実の
上IC立って，そ白研究磯能を高めるためには，相互の提

携を強めめる ζとが先ず第ーになされなければならない

という考えかである。

以下が当館の研究スタッ7と各人のこれまでの研究内
容である。なお当館｛［対する外部専門家の協力について

は 6-5 IC示した当館白研究業績によって知られたい。

千地方造（Cmn Manzo) 

日浦勇 σ｛JURA I田mu)

柴田保彦 cs田BATA Y asuhiko) 

頑戸剛（SETO Ko) 

以上館報 No.1 (19倒）を主主｝阿

波田重県（HADA Shigeki) 

〔略歴〕

昭和39年3月ー大阪市立大学理学部地洋科卒

昭和41年3月：大阪市立大学大学院官羊研究科修士

課程（地史学・構造地質学専攻〕修了

昭和41年4月 当館学芸員補

〔テーマ〕

A ：西南日本外帯中・古生界の地史学的研究

西南日本外帯は大きくわけて仏像一品川構造線を境IC

して（1）秩父累帯とその変成相でしめられる三波川帯と例

年代未詳白地層よりなる四万十帯と l己二分される。その

うち前者は，大きくみて4つの時代｛［わけられる日本列

島地質構造発達史における第 1 ・ 2由時代（中生代始め

頃まで）の性格を明らかにする上に重要な資料を提供し

ている。そ乙で紀州・四国における西南日本外帯中・古

生界の詳細な地質図を作成し，その層序を確立し， ζの

地域白地史的発展課程を明らかしたい。そ白際特IC地向

斜（本州地向斜〕における海底火山活動白産物とされる

緑色岩類／［ 注目し，そ白庖序・地史学的研究を進めた

B ：アンモナイト類自分類学的研究

アンモナイト研究は，生物進化白道程と地史という問

題を明らかにする上で重要な役剖を果している。よく研

究の進んだ白亜紀アンモナイトにくらべ， トリアス紀

（三畳紀〉アンモナイト研究／［は，まだいろいろな問題

が残されている。環太平洋地域／［はトリアス紀アンモナ

制
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um Seasonal abundance and degree of parasitism 
of the Asiatic Rice Barer, Chilo 四ppressalis

(Lepidoptera Pyralidae) in Fukuoka Preｭ

lecture, Japan, Mush1 39 (3）・ 31-46 (1966) 

(DeLoach と共著）

6 3 昭和40年以降の主要事業

6-3-1 岐阜県美山洞窟群調査経過

1. 昭和40年 1 月 関西大学探検部学生が，昭和19年11

月岡部が岐阜県郡上郡八幡町美山を中心とする石灰

洞群で採集した動物の骨を当館IC持参した。それら

は，トラらしきも白をはじめとして，ニホンジカ・

アナグマ・ノウサギなどの豊富な動物化石である乙

とが判明。

昭和40年 3 月 6 日～ 9 日：関大探検部の第2回目白

探検lζ同行して，千地館長は，美山白石灰洞群中，

規模白もっとも大きい熊石洞を予備調査した。そ白

際再び多数の化石が採集され，洞内外白状況もわか

り，さらに野尻C洞白調査も可能なととが判明。

予備調査参加メンパ一千地万造（大阪市立自然科

学物館L 古谷精宏，永森洋一，竹中俊晴，佐保野

博，梅原孝史，平元猛，三戸忠弘，渡辺彰仁，高橋
健夫，三上正明（以上関西大学探検部）

昭和40年B月 2 日～ 5 日 干地万造（自然科博〉，

亀井節夫（京都大学理学部），柴田保彦（自然科博〉，

三戸忠弘，岡崎収良，夫婦岩勝人，岩本琢磨，水島
淳（以上関大探検部）のメンパーで，八幡町美山田

井森月耕氏および大阪読売テレヒ市〉ら多くの協力を

えて，本格的調査を行なった。地表下！＆～20mlC第

1 ホール（H 1 ）とよぷ広聞があり，そ白西端IC巾約

l.5mの裂け目が約35。白傾斜で南西方向IC上ってい

るロその裂か充填堆積物の層から，ナウマンゾウ・

オオツノジカ・ニホンジカなどの下顎骨・肋骨・四

世骨その他多数の動物化石が採集された。さらに和

良村宮代の野尻C洞からもニホンジカなど由動物化

石がえられた。

昭和41年B月 8 日～11日：参加者：日浦勇，波田重

原（以上自然科博），岡崎収良，夫婦岩勝人，岩本

琢磨，水島淳（以上関大探検部〉谷幸三，・前回の調

査結果から，今回は熊石洞のみを調査することにな

り， Hl からのびる裂かを中心IC採集を行なった。

その際，むの天井IC大きな骨白ギッシリつまった

the Ryukyus. Rep. Commit. For. Sci Res. 

Kyushu Umv, No. 2 ・ 135-143 (1964) （佐藤と

共著）

c 近畿地方の同麹亜日見虫の研究
ω 大阪付近のセミについて 1, 2, 

14 171 5 7, 14 (8) 8 9 (1967) 

Nature Study 

2 

3 

4. 

- 26 

体として大陸K共通認をもつもの，或いは東南アジア地

域IC共通白種（或いは近縁の種）をもつものがかなりあ

り，琉球列島は到j物地理学上，重要な位置をしめる。現

在の琉球列島田昆虫相は当然一時代的IC形成されたもc

ではなく，地史とも深い関連があり，永い年月の問白隔

離による種目分化，種自体自分布田拡散など重要な問閣

を数多く提供してくれる白でEれらの問題を解決してゆ

きたい。

c 近畿地方の同麹亜日昆虫の分類学的・地理学的研究
己のグループ白近畿地方における分布・生活史等D研

究はまだ完全でないので究明してゆく。

〔研究業績〕

A 日本及び琉球列島産キテラミ科D研究

Ill キジラミ科若虫白生活習性の分化と形態と白関

係，日：本見虫学会第四回大会講演

A reviswn of the subfamily Psyllmae from 

Japan (Hem1ptera Psyllidae) I, J. Fac Agr 

Kyushu Univ. 12 141 323-357 (1963) 

A revision of the subfamily Psyllmae from 

Japan [ Hem1ptera Psyllidae) II. J. Fac Agr 

Kyushu Univ 13 Ill 1-37 (1964) 

(4) Psyllidae in the collection of the Osaka 

Museum of Natural History, with description 

of a new species (Hem1ptera : Homoptera), 

Bull. Osaka Mus Nat. Hist 17 19 32 (1964) 

(5) On the Psyllidae from the Yaeyama Group, 

the Ryukyus (Hem1ptera : Homoptera], Rep.

Commit. For. Sci Res. Kyushu Univ. No. 2 

135-143 (1964) 

(6) Notes on Psyllidae from the Ryukyus (Hem. 

Homo), Koロtyii 33 Ill: 171-189 (1965) 

On some species of Psyllidae from the Hachijo 

Islands [ Homoptera), Kontyii 34 141 327-330 

(1966) 

Pachypsylla japonica sp nov., a remarkable 

lerp-forming psyllid from Japan (Homo 

Psylhdae), Bull Osaka Mus Nat. Hist. 21 : 

5-12 (1968) 

B 琉球列島町昆虫相

(9）九州大学八重山群島調査隊の採集した問題煩，九

州大学海外学術調査委員会学術報告第 l 号， pp.

m一回（19臼〕（宮本と共著）

八重山群島調査隊の採集した蝋類， 1レ川大学海外

学術調査委員会学術報告第2号， pp.117-120 (16 

64〕（宮本と共著）

Aquatic beetles of I口omote-1ima collected by 

the member of the second Expedition of 

Kyushu UmverS1ty to the Yaeyama Group, 

171 

uu 

121 

(3) 

日目

(8) 
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新しい裂かをみつけ，そ己から多量白骨をえた。ナ

ウマンゾウの臼歯，オオツノシカ白ほとんど全身白
骨，シカの各部，ノウサギ等，鑑定にたえる骨 303

個をえた。それらの一部は， 4年度特別展“化石展”
に展示したが，第四紀学会の招きで，日本を訪れて
いた東ドイツのカールケ博士がそれをみられ，ヘラ

シカ白骨がまじっている事を指摘された．これは日

本で初めての発見である。なお， ζ白回目調査も地

元の井森月耕氏，大阪読売テレビ白協力を得た。ま
た詳しい報告も近々なされる予定である。

6-3-2 7カシゾウ化石発掘調査

昭和41年B月 13～15日兵庫県明石市大久保町八木の海
蝕崖で，さきに紀川晴彦氏によって発掘，寄贈されたア
カシゾ化石田未発掘白部分の発掘復原，その屑序の決
定，ずい伴化石の採集，埋没状況白調査などを目的に行
なわれた。（5 5 0参照〕

6-3-3 9カツキワニ発掘調査
1966年7月 17日，石友会（鉱物愛好者白集りで当博物

館とは密接なつながりがある。代表者真鍋鶴松氏）の例
会が博物館会議室でひらかれた。乙れに出席するため来
館した山本勝吉氏（東大阪市北蛇草 259，電機店勤務）
は大型脊椎動物の背骨など7点の同定を柴田学芸員に依
頼した。乙白骨は7月 10 日高槻市北郊上ノロパス停脇田
宅地造成地で拾ったも白である。柴田の判断ではおそら

くワニ白骨であり，イ~百と考えられた。マチカネワニの

先例もある由で，早速山本氏に案内をた白み，千地館長

田車で現地に急行した（千地・日浦・柴田・波田）。
現地は高槻市に向かって南へ緩く傾く面と原（＠：地側斜
面との峠にあたり，南斜面では厚い砂疎層の問に粘土層

がはさまれた大阪層群が広く発達しており，宅地造成が
大規模に進行中であるロ現湯は採土が粘土層に当たった

ため中止された平坦函であり，造成而の水はけをよくす

るためにほぼ平行した2本のトレンチが掘られている。

乙の北方原側白トレンチ（以後A トレンチとよぷ〕を掘
った土がトレンチ南側1r盛られており，乙の盛土表面で
山本さんは問題白骨を拾ったものである。 ζ白日同地点
からさらに骨片多数を発見し，歯 1個目発見le成功した

ので，ワニ化石である乙とが確実となった。

同日，児島武利氏（茨木市竹橋町4一日新生荘，関西

大学研究生）は関学探検会白大学生5 ・ 6名と共1r付近

白崖の粘土層よりカキや木材化石を発掘していたが，わ
れわれの調査に興味をもち，協力を約束され， A トレン

チ南方自B トレンチ白壁の発掘をはじめ，脊椎骨 1個を

学生が壁面粘土薄層で発掘に成功した。 E うして問題白

骨はワニ化石であり，大阪層群白粘土層中1r包含されて

いたものである己とが判明した。

7月23 日 問題の粘土層の層準を判定するため，大阪

市立大学市原実博士（大阪層群を専攻）にお願いして付

近を調査してもらい，現場付近に広範囲に露出している

粘土層が第 1海成粘土層（Ma 1 ）であるととを確めた

（同行千地・日浦）。

B月 4 日 現地の見取図作成白ため，日浦・柴田が赴

き， A トレンチでさらに’自片数個を採集。
そ目後1967年に入って，日浦・柴田・波田により関連

化石臼採集がつづけられ，また児島武利氏は余眼目ほと

んどを周辺地域白発掘にあてられ，収獲のすべてを館に

寄贈され，研究を委ねられる等多大の協力をされた。ま

た前田・千地・波田・目前i等によって包含層準の再検討

も行なった． ζれらの結果，

①ワニ化石は，第 l海成粘土層の上にくる砂記事層の基

底部に小規模に散在する粘土薄層le含まれていたもので

あるととが判明した。②また関連植物化石由同定を大阪

市立大学粉川昭平博士・今井久両氏（古植物学）に依頼

して次白結果をえた。

ワニ包含粘土薄屑（B トレンチ） クロマツ主主果少数

．トウヒ属の鱗片と莱・コナンキンハゼ実多数・エゴノ

キ実・パラ属白トゲ

第 l海江成粘土層最上部（A トレンチ付近） クロマツ

．イヌガャ・カヤノキ？・コナンキンハゼ

したがって当時の生息環境は現在の大阪とほぼ同様

で，極端な寒暑は望めない。

＠現在までに得られたワニ化石は，歯 1個・脊椎骨20

個・腸骨4個・肋骨白破片多数・四肢骨白破片などであ

り，少なくとも大小2体分が混っており，大きい方自個
体は推定体長 3.Smものワニである。分類学的所属を判

定するに足る頭骨が未発見であるが，マチカネワユの属

する Tomistama か，又はそれに近縁由も白であろうと

思われる。日本からはマチカネワニ1r次ぐ第2白ワニ化

石であり，かつ産出時代がいちじるしく古い白が注目さ

れる。

尚，詳細は館の調査成果として別に発表予定である

6 4 昭和40～42年度の調査研究事業

6 4 1 地学

i ）昭和40年度

イ 美山動物群白発掘調査（別項 6 3 1 を参照の乙

と）

ロ 深層ボーリングによる大阪市の基盤地質の研究

前年度より継続して行ない，研究結果は大阪市

総合計画局より公表した（千地）。

大阪市地盤沈下調査（中間）報告書OD-1 調査

報告昭和羽年3月 大阪市総合計画局

なお昭和40年 4月日 日本地質学会第72年度会

(jf!:大阪科学技繍センター）において報告した。

千地万造・池辺展生・竹中準之介・市原、優子・石

田志朗・宮崎浩・田井昭子・貝戸俊一・野口寧世

ー深層試鍾の結果からみた大阪市の基盤地質（第

- 27 



種

公

昆
し
旬
、
り

－
一41
i
i

サ
タ
江
鹿
屯
丑

H

に
L
H
a刊
州
4
4川
明
訓
『4a
t

、

1967年9 月 19 日～30日イタリー・ポロニア大学

で聞かれた上記学会11'.池辺展生（大阪市立大学）

・中世古幸次郎（大阪大学）・千地万造（当館々

長〉は連名で下記論文を提出し，池辺教授が出席

した。

Problems on the Terminal Mi田ene m Japan. 

秩父帯と三波川帯田関係〈波田）

総合研究「日本の変成帯形成史J の研究分担者

として高知県長岡郡大豊村田穴内川流域を中心lζ

地質調査を行なった。三波川帯から秩父帯へとー

述整合に続く ζの地域白地質を層序，構造地質也

面から検討を行なった。

ニマラヤ産トリアス紀アンモナイトの研究（波

回）

大阪市立大学第4次東南アジア学術調査隊（19

64·～1965）白隊員としてマラヤ東海岸を調査中，

アンモナイト化石を多事せま集した。それはトリア

ス紀前期（mid Schythian）四時代を指示してお

り，マラヤから始めて田発見である。それについ

ては，すでに大阪市立大学紀要 (1966) 11'.報告し

たが， ιれをみられた Kummel 博士（Museum

of Comparative Zoology, Harvard Umvers1ty) 

から共同研究を申込まれたので，貴重な化石につ

いての詳細な研究報告を共同発表するため，同第

5 次調査隊白野上裕生博土（京都大学〕が採集し

てくださったサンプルも含めて，化石田クリーニ

ング，同定白作業を行い， Kummel 博士に送っ

た。現在， 7属8種を同定している。

6 4 2 動物学（柴田）

i ）対馬産却J物相白調査

主として両生腿虫類相を調べるため，昭和初年5月，

41年5～ 6月 11'.illf島し採集と調査を行なった。併せて，

淡水魚その他底上動物の採集を行ない，館の標本増加を

はかった。結果の一部は当館研究報告で公表した（日本

初記録申アムーJレカナヘピ，淡水魚の目録）。

また，大阪市立大学探検部白ツシマヤマ不コ調査に協

力し，ヤマネコ糞中の食餌動物の鑑定を行ない，探検部

報IC結果を報じた。

ii ）古脊椎動物

岐阜県白洞窟調査や高槻で発見のワニ化石に関して，

地学部門へ協力して化石田採集・整形・部位四鑑定を行

なった。

iii）カンポデヤの両生類

大阪市立大学東南アジア調査隊奴集の動物のうち，両

生類を調べて当館研究報告で報じた。

6-4-3 昆虫学

i 〕ハナカメムシ科目分類（日浦）一一ニューカレド

ニア産の 1 l'Ji品，日本及び近接地方の3新種・ 2未記録

，、

1 報）；地質錘71 (838)p 379 

ii ）昭和41年度

イ 美山動物群白発掘・調査（別項 6 3 1 を参照の

ι と）

ロ 秩父帯と三波川帯の関係〔波田〕

国際地球内部開発研究計画（UMP）地質構造部

門のメンパーとして，徳島県名西郡神山町，和歌

山県有田郡金屋町・清水町などで地質調査を行な

った。 E白結果を Bulletin 11'.公表し，また地質

学会也総会・例会において発表した。己れでは秩

父帯（非変成）と三波川帯（変成）と白関係につ

いて，層序，構造地質，岩石学の総合的な立場か

ら検討を行なうと共11'.，そ白境界付近11'.分布する

御荷鈴緑色岩類由意義，境界付近にみられる構造

線也重要性について考察を行なった。

ハ深層ボーリングによる大阪市の基盤地質白研究

（千地）

前年度より組統して行ない研究結果は次により

公表した。

大阪市地盤沈下報告書OD 2 調査報告0D 1 

調査追加報告，大阪市総合計画局1966 ・ 12 ・ 15

ニ 田辺湾底質中の有孔虫群集の分布について（千

I由，シルピオ・ M ・ロベス〕

田辺湾における33地点の底層水温・ pH•Cl’・

02 lit混の観測と底質中の有孔虫群集四調査を行

ない，環境白変化による群集のちがいを明らかに

し，内湾性第4紀層白堆綴環境を推定するため白

基礎資料をえた。研究結果は日本地質学会第74年

年会において公表した。近く京都大学理学部瀬戸

臨海実験所研究報告によって出版の予定。

iii）昭和42年度

イ 総合研究「日本海域の地学的諸問題」 （千地）

本総研 11'.分担者として千地が参加，日本海底質

中白有孔虫部長田分布について研究を行なった。

本研究には紺田功（奈良県立奈良高校教諭）が協

力者として参加した。

本年度は1965年水産庁所属明洋丸並びILl966年

舞鶴海洋気象台所属清風丸の採集による日本海海

底白ドレッジ・サンプJレおよびコアー・サンプJレ

40地点分，および，本年日月東京大学海洋研淡背

丸（千地乗船）によって採集した奥尻島周辺白試

料20地点分について，浮訪F性有孔虫並び11'.底楼有

孔虫群集の水深による垂直分布の概査を行ない，

そ白結果は昭和42年12月，本総研討論会において

発表した。本研究は明年度〔43年） IL継続する。

4th Cnngrese, Committee of Mediterranean 

Neogene への参加（千地）
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．学 E 種・ 1既知種について白研究を行ない， Bulletin IC 3 J話 虫の調査を依頼され， B種餌となることを明らかにした

つ I 公表した。 （「ツシマヤマネコ奨中田昆虫の同定」， 市大探検， 7

［々 I ii ）水接半麹類の分布（目前fi）一一日本列島における 号〕。 旧枚岡市の史編纂室より依頼されて昭和初年IC調

晴 I 昆虫の地理的分布調査の一環として，過去10年間IC収集 査した旧枚岡市i盛田見虫のリスト（トンボ30積・直麹類

した日：本産の水楼・半水棲半麹類標本白検討を行ない， 36種・具担1煩68種・問題類18種・蝶71種・蛾76種）が束

瓜 I 72種を Bulletin IC 2篇公表した。己のうち従来日本か 大阪市より出版された（主主駒山を中心とする東大阪市の

ら知られなかったも白ほ4種ある。 動物）。

者 I iii）オサムシ白分布（日約一寸E畿地方におけるオ ix）キジラミの分類と生活史の調査（宮武〕 大阪を

IC I サムシ亜科の分布成立過程をしらべるために，冬期のミ 中心とする近畿地方の資料を収集，分類学的研究を行な

クロな分布調査を継続して行なっている。金剛生駒山地 う一方，分布・生活史を調査したが，珍らしい習性を有

田 I においてみられる系統発生上田位置と分布園田様相との する大阪産自キジラミを Bulletin I己新種として記載発

照応の法員ljf生について Bulletin IC公表した。さきに行 表L，生態的知見も付け加えた。国外由材料としては，

波 I なった分布成立時代についての推定を検証するため，室 メラネシア学術調査四ニューカレドニアにおける採集

19 

生火山区を中心にした調査をつづけているが，まとめる

に至らない。

iv〕トンボの分布（日i甫）一一人工による荒廃が現在

ほどひどくなかった戦前の状態を知るために，宝塚昆虫

館白所蔵標本を検討し Bulletin IC公表した。現在の分

布状況を把握するために，関西トンボ談話会心共同調査

事業に参画して近畿地方トンボ基礎資料集自作製l己着手

し， 43年3月 IC17種についてデータをまとめた。

v）周日本海地域の見虫分布とその成立過程の研究

（日浦）一一昭和42年度は金沢大学柏野義夫教授を代表

者とする「日本海白地学的特性IC関する総合研犯に研

究分担者として参加し，奥尻島・道南熊石村を調査し，

連絡誌「日本海」 IC 「日本列島田動物相と日本海の問

題j を投稿した。

vi〕新生代昆虫化石田研究（日浦）一一主として大阪

層群および沖積層の昆虫化石から，フォーナの変遷史お

よび現在の地理的分布白成立過程を知ろうとする試み

である。第1報として塩原化石湖からカメムシ2種を

Bulletin l己報告し，第2報「大阪白洪積・沖積層より

えたオサムシの化石」を日本見虫学会42年度総会で発表

した。

vii）チョウ自分布（日浦） 日本列島蝶相の形成過

程といった主題にそって，文献を漁り，野外調査・謀本

白比較形態学的調査を継続しているが， 2, 3 の断片的

な試論の公表にとどまっている。言t羽有ICは次回ようなも

のがある。

・異型アゲハの系統発生上白位置，昆虫と自然 1 (3) 

・モンシ司チョウ属の歴史，昆虫と自然（投稿中）

－春季1化性蝶の生物地理学的特徴， Nature Study 13 

(4) 

ア

h
o
，、

J 

n 

) 

コ

吾

, 

品，デンマーク博物館から調査を依願されているヌーナ

タ’ン・エクスベディション白採集品，等があるが調査継

続中である。

x ）大阪のセミの分布（宮武）一手はじめに既知の記録

を文献から拾い出し，まとめを「Nature Study」の 7

月号・ 8月号IC発表した。博物館所蔵の標本も分類し，

脱皮殻白分類も試みた。

6-4-4 植物学（瀬戸）

館報 I にあげた研究テーマ， A 近畿地方シグ杭物白

分類・地理学的研究（ I. II報は当館研究報告16, !71[ 

発表）， B シダ植物園芸種の研究（未発表）を継続し
ザe
ι。

6-4 5 学芸員ゼミナール

博物館学芸員の専攻分野は自然科学白多岐にわたり，

専門分野以外は知る ζとが少ない。学芸員が互いに理解

しあうためと，巾広い知識を身につけるためと館員の研

究ムードを高める意図をもって，昭和42'1'-10月より毎週

l 図 2時間程度のゼミナールを定期的にもつ乙とにし

た。 43年3月までのテーマを下記にかかげrる。

10月 25 日 大阪の新生代層で発見されたオサムシ化石

（日浦）

11月 l 日 問題目におけるキジラミ科の系統上白位置と

科内の習性の進化（宮武）

11月 B 日 シダの崎型の系統学的意義（瀬戸）

11月 15日 有田川中流付近白地質を例にした地向斜と変

成帯白問題（波田）

11月 24 日 対馬白淡水魚相の生物地理学的考察（柴田）

11月 30 日 間辺湾の底生有孔虫と Ammonia beccarii 

群集白問題（千地〕

12月 6 日 日本列島の見虫相形成IC対する日本海の意義

（日官官）
・カンアオイの分布 1 ・ 2, Natue Study 13 (12), 14 12月 13 日 ゼンマイ科の系統についての遠藤誠道論文白

(3) 紹介とシダの薬の Dimorphism （瀬戸）
viii）その他（日浦学芸係長） 大阪市立大学探検 12月 21 日 夕レンツオフ白カムチャッカの昆虫相，リン

部第3 次ツシマヤマネコ調査隊のえたヤマネコ糞中の昆 ドロートのアリューシャン列島田生物相論文
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の紹介（宮武）

2月28日弧状列島について（波田）

3月 6 日 ワニの系統とヨウスコウワニ白生態（柴田）

3月 13日 前川博士白菜類説について（瀬戸〉

6-5 研究業績一覧

(Contributions from the Osaka Museum of Natural 

History）業績番号研究者“表題”発表機関巻号：

頁（発表年）

95. 池辺リ民生・石田志朗・千地万造“近畿における！日ゾ

ウ化石田分布と層序”化石， 9: 1~ 12 (1965) 

96. 小畠・千地・池辺・石田・亀井・中世古・松本“大

阪層群よりワニ化石の発見”第四紀研究， 4 (2）・

49~ 58 (1965) 

97. h【EBE’ N ’ C宜m, M et lsHIDA, S. 

the Late Cenozoic Probasc1dea m ti官 Kmki1 

District, Japan" J. Geosci. Osaka City Univ., 

9 ・ 47·～87 (1966) 

98. SATO, M. “Some species of aquatic Coleoptera 

from New Coledoma” Bull. Osaka Mus. Nat. 

Hist., 19 ・ 1～8, pl 1 (1966) 

99. HIURA, I “A new species of Am出田町idae from 

New Caledonia" Ditto, 19 9~ 11 (1966]

100. 柴田保彦 g対馬白アムーJレカナヘピ（予報Y Dit加，

19: 13~ 17 (1966) 

101. TsUNEKI,K. “Notes on 田me Chrysididae and 

Sphecidae in the Collection of the Osaka h正use~

um of Natural History, with descriptions of 

three new species (Hymenoptera)” Ditto, 16 

19~28 (1966) 

102. HIURA, I “Contribution to the Knowledge of 

Anthocoridae from Japan and its adjacent ter” 

ritories (Hemiplera Heteroptera] 3” Ditto, 19 ・

29~37 (1966]

1日3 日i冊勇“栃木県塩原化石湖から発見されたカメム

シ由化石2種” Ditto, 19 : 39~ 45, pl 2 (1966) 

1日4. 日浦勇“金剛生駒山脈における歩行虫数種目分布”

Ditto, 19. 47-~ 52 (1966) 

105. 日浦勇“宝塚見虫館IC 所蔵されるトンボ標本”

Ditto. 19 . 53~ 58 (1966) 

106. 児玉務“近議地方タイ類目録E” Ditto, 19: 59 

~ 82 (1966]

107. 赤塚久兵4有“宝島（トカラ十島〕白地形および地質”

大阪学芸大学紀要B 自然科学， 2 ・ 143～149 (19臼〕

108. UMEZAKI, I “Some Marine Cyanophyceae of 

the Tokara Islands” Botanical Mag. Tokyo, 

68 : (801) 63 70 (1955) 

109. 瑚i原稔治“トカラ白魚”高知した学学術報告， 4(8):

1~ 11 (1955) 
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110. !<AMIT A, T. "Some Shrimps and Prawns from 

New Caledonia" Bull Osaka Mus Nat HISt. 

20. 1~ 10, pl 1 (1967) 

111. （印刷中）

112. SHIBATA,Y,“A small collection of Amphibians 

from Cambodia collecterl by the Osaka City 

Umvers1ty Expedition 1962-65” Ditto, 20 11~ 

12 (1967]

113. KONDA, I. “ Foraminiferal faunules from the 

Minabe-Sakai Shell Bed, Kii Penmsula, Central 

Japan" Ditto, 20 31~ 38, pls 2 ~ 4 (1967) 

114 HADA, s. “ Geology of the M1ddle-Aritagawa 

Dist口ct, Wakayama Prefecture, with special 

reference to the relationship between the 

Chichibu belt and Sambagawa belt ” Ditto, 20 

: 39～印， pls 5 & 6 (1田7)

115. HrnRA, I 

Anth。coridae from Japan and its adjacent terｭ

令 ritories (He1主1iptera Heter。ptera) 4” D1tt。，却

: 61~ 63 (1967) 

116. 日浦勇“日本産水棲・半水棲半麹類自分布の研究

1 大阪市立自然科学博物館所蔵標本白検討” Ditto,

20 65~81 (1967) 

117. 児玉務省近畿地方タイ類目録 E” Ditto, 20 : 83~ 
103 (1967) 

118. 西村三郎“ケツギョ類の起源と分化” Ditto, 20 : 

13~ 30 (1967) 

119. Cmn, M et LoPEZ, SM (1968)“Recent Foramiｭ

nifera in the Tanabe Bay” Bull Seto Marine 
Biol. Lab., （印刷中）

120. ]1仁 EBE,N. GHIJI’ M. et NAKASEK即。， K
。n the Ten工iinal Miocene in Japan" （印刷中）

121. MIYATAKE, M. 

d。nia” Bull Osal<a Mus. Nat Hist., 21 1~4 

(19飽）
122. MIYATAKE, Y “Pachypsy//a ;ap即日a sp nov., 

a remarkable lerp-forming psyllid from Japan 

(Homoptera . Psyllidae)” Ditto, 21 5~ 12 

(1968]
123. 日浦勇“日本産水棲・半水桜半主書類の分布白研究
rr. 1967年北海道で採集した資料についてm Ditto, 

21: 13~ 17 (1968) 

124. 柴田保彦“対馬産淡水魚目録” Ditto, 21 19~29 

(19田）

125. （印刷l中）

126. 児玉務省近畿地方タイ類目録” Ditto, 21 : 31~ 53 

(1968) 

127. 千地万造“大阪市深層ボーリング（OD-I〕におけ

る大阪層部上部由化石有孔虫について” Ditto. 21. 
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業

7-1 展覧事業の方針と特色 しようと試みたのである。 ζれが第2期であって，人間

よく a展示は博物館の顔である’といわれるように， 不在四展示から脱皮しようとし，人間中心の展示を目指

博物館の性格や指向すると ζろは，その展示室1r端的に した点で，一歩前進したも由である。

あらわれる。当館が靭で発足してから10年 1r満たぬ問1r しかし気負いたったこ白プランはきびしい観客の批判

も，実践とその反省から“大阪市立自然科学博物館の展 をうける結果となった。地球と生物の進化，とくに人類
示はかくあるべきだ’と白目標1r数回の変化があった。 白進化は興味をもたれるが残念ながら資料が貧弱なため

第1期は自然史白各分野にわたって平均的i己資料を出 にパネル1r頼らざるを得ず，観客を満足させられなかっ

陳し，学校教育上重要な主題を展示し，かつ地滅的特長 たし，大いにカを入れた地下資原（採掘・精練・工程・
を出そう，という“国立科学博物館白ミニチュア版・地 製品〕のコーナーは，ほとんどソツポを向かれてしまっ

方版”を目指した時期である。靭で開館1r Eぎつけた直 た白である。

後，昭和33年2月 13日の館内全体会議由席上，初代筒井 生活といい生産といっても，一般論を押しつけた申で

館長から展示内容の努力目標として示された次白3項が は資料もとと白いにくく，魅力に乏しいものになってし

己の時期の特色を明瞭にあらわしている。 まう。オーストラロピテクスよりは明石原人から導入
①大阪付近白動・植・地学標本の展示を充実する乙と し，造山運動の説明よりも浪花古図から話をはじめる方
＠教科書等1r出てくる有名動植鉱物化石標本の展示を が観客をひきつける。観客におもねるためにそうするの

充実すること。 でなく，具体的な自然，身近な自然から出発して，一般

＠館白調査白成果を展示1rあらわす己と。 的な，普通的な科学・真理を語ろう， とするものであ

昭和明年になって，観覧者につよく働きかける主リ題を る。 ι白ことに思いあたるようになった也は，どく最近

もつべきである，という反省がされ，人間生活と生産と 白ζとで，くわしくは No. l 巻頭1r “新しい地方博物

のかかわりにおいて自然がいかに存在するか，を語るた 館”として述べられている。 ζれが第3期目展示であ

めに，地学展示室がつくられた。地球目誕生・生物の進 る。

化・人類自出現・生活と道具の発展・地下資源とその手lj 1-2 常設展

用・近畿の地質，という一連の主題を一つ白部屋で展開 。昭和42年度

昭和＂年3月末の常設展配盟国

事覧展7. 
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第1 展示室前年度大きく変更を行なった四で，今年

度はそれを充実するべく，「化石とは何か」「化石を研

究して何になるか」白プースを復活し， 「偽化石・生

痕の化石」「大阪屑斡J 「変成岩」「堆積岩」の展示ケ

ースを充実した。

第2展示室秋の特別展後IC，特別展で使用した「貝

塚J <Dプースを入口に置き，それに関連する「霊長類

白進化・ヒトの系統j 白ブースを第1展示室よりもっ

てきて， 「食用田貝白皮，示ケースと共に展示した。植
物部門白展示は， 5月 iζNaniwanosaurus で“海ソ

ウのヒミツ”という評庖で小・中学生IC教材として，

参観をよびかけたのを機に，「美しい海誌」「食べられ

海蕊j などの展示を行なった。また押花町展示も「カ

エテeのなかま」など季節IC応じて展示変えした。貝の

展示コーナーは特別展後変更充実しつつある。

第 4展示室秋の特別展後，カミキリムシやコガネム

シ白なかまを主体IC甲虫の展示を拡大充実したのを機

会IC, 3 月 1 日～4月初日まで，小特別展「日本の甲

虫展」を開いている。

7-3 特別展

7 3 1 びわ湖・淀川の生物展

趣旨人類は自然界白一員として生まれ，自然の中で，

自然をたくみに利用して今日白文明をきずいた。自然は

多様であり，人岡田自然利用もまたさまざまである。日

本由政治・文化の中心であり続けた近畿という地域社会

の発肢の歴史は，近畿の自然へ白依存・利用・開発の歴

史であったともいえよう。その中央をつらぬく琵琶湖・

淀川水系ICは豊かな動植物が生活しており，われわれの

速い祖先はそれを食べ，加工する ζとで文明への一歩を

ふみ出した，以後の近江・京・大阪白人々は，己己白生

物の利用法をしだいに変えながら今日にいたっている。

この展覧会では，琵琶湖・淀川水系の生いたち，そ己

IC棲む生物相の豊かさを紹介するとともに，とうした生

物の利用白歴史に焦点をあて，自然が人間にとって如何

に大切なものであったか，を市民に訴えたい。そしてぴ

わ湖随川白水と生物を，どう大切にして行くかについて

考えてもらいたい，という意図白もとに行なった。

期問。昭和初年10月 1 日（金）～20日（水）

場所： 3 階事喜3展示室（なお同時に第4展示室では「淡

水魚白魚拓民」を併催した。 ζれは関西魚拓の会および

釣の友社D協力白下le，一般から公募した）

出陳内容：テ｛マは平面図参照

A. 写真印点 (ij;J6 ・風景B ・養殖13 ・水草6 ・貝塚

日・そ白他8 ）内六山正孝氏よりフィルム43枚の提供を

うけた。

B. 魚液漬標本計67種 162点（本展覧会中展示にもっ

とも苦心したもので，板ガラスを貼り合せてガラスケー

ス60個を作り，その中に塩化ビニール板を入れ， ιれle

魚体をテグス糸で縛りつけ沈め，ホルマリン液を入れ，

上面より照明した）

c. 魚加工品9点（阪神百貨点出品〕

D. 

E. 

F. 

G. 

H. 

淡水真珠 3箱7種梶山彦太郎氏出品
大阪層群白化石11種33点（うち 2点のみ大阪大学

地学教室出品）

石山貝塚出土品 9種
目下貝塚出土品 17種（うち 9種は井上正治氏出

品， 7点は大阪市立博物館出品〕

淡水貝 84箱梶山彦太郎氏出品

I. 魚田生品 13種を水槽9個lζ入れた。

J. 水草の生品 23種

K. 魚拓製作用具一式遠井昇之進氏出品

L. 淡水魚の版画 6点釣白友社出品

M. 魚拓（一般公募入選品） 41点

N. パネル 109点

パンフレット．「びわ湖・淀川水系白生物」 12ベーデ

を刊行

入館者数： 11, 033名

評価。自然科学博物館町とりくむべきテーマをつよく

前面leうちだし，その線lζ沿って収集した館蔵品を中心

に展示を行なえた。もっとも秀れた展覧会であった。

7 3-2 化石展

昭和41年10月 1 日より 11月 15 日まで，当館2階第1展

示室全室を使用して開催した。入場者数は，特別展とし

ては最高田33, 168名であり，なかでも10月 9 日（日）は

3,234名で玄関で入場を制限した。

乙れには，化石そのもののもつ魅力・ PRの徹底と共

に，館が行なった多くの調査（マチカネワニ発掘・アカ

シソーゥ発掘・岐阜県郡上八幡の洞窟調査などの結果を生

々しく展示した乙とが大きく影響したと恩われる。

内容は，次のll<Dテーマ 1r従って展示し，観客自身が

自分で考えながら楽しんで見られるよう展示方法IC苦心

をはらった。導入は大阪市民自足元にある大阪市の地層
の成りたちからはじめ，最後に化石というも白白定義や
われわれの生活と白つながりで話しを結んだ。①なにわ

のあけぼの（大阪地下の貝化知・貝塚）。 ②ウルム氷期

（ナウマンゾウ・オオツノジカ・ヒョウなど由化石）。

＠海底1rねむるゾウの墓場（大阪湾より発見のナウマン

ゾウD各部分白骨，上町台地，＠ワニ白すんでいた入江

〔マチカネワニ全身骨格の模型，大阪層）．＠滅びゆく

メタセコイア（メタセコイア植物群，高槻のワニ化石）．

＠アカシゾウ（全身格部分自骨）． ①新生代由化石（デ

スモスチルスや各種のソヲ化石など）． ＠中生代田化石

（アンモナイト白進化・ニツポノザウルス）．＠古生代

由化石（リンポク・ロボタ・ 7ウインポク・三葉虫・筆

石など） ＠化石とは何だろう．＠化石はどんな役にた

っているか。
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内容は，軟体動物の枕念 ・ 歴史をイントロダクション

とし， 吉良コレクションの分類展示と，大型種 ・ 華麗:fill

・ 南極の只 ・ 深海の只などめずらしい貝を展示した。さ

らに，只化石にみる大阪の地史 ・ 貝塚 ・ 食用貝 ・ ピワコ

の貝 ・ 淡水真珠の展示をした。また，微小な貝を日：本光

学株式会社から借りたピノキュラでみせて，子供に好評

を~！｝た。パンフレット ： 「只の世界」16ページを刊行

?-3-4 世界の蝶展

読売新聞社の要Ji'llζよって， ジャクレーコレクション

を中心とする当館所蔵の内外燃類標本を貸出し， 特別展

覧を行なったものである。展示計画の立案， 標本のアレ

ンジはすべて館で行ない，実質的に当館の特別Mであっ

た。

場所：大阪梅田 阪神百貨店8階催物

即時：昭和42年8月 9 日（水）～15n c火）

主催．大阪読売新聞社

出陳内容；；標本 8,800点，生態写真64点 （テーマは図

多照）

パンフレツト ・ 「世界の鍛！畏」 24ページを刊行

入場者数 ： 計85,521名（｜｝目場後日を~oるにしたがって

入場者がふえ， 14日（月）には l 口 18,441名 ir:途した。

単位l時間当りでは 211寺～4時の間が最高である。

~· 2 
虫色主主

世界の＂＂展〈阪神百貨店〉
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8. 普及指導事業

8-1 昭和40年度

A. 親と子の自然をみる会

．化石をさがす会 4月25日（日）泉佐野市滝の池

外部講師 ： 円本貝類学会金子み術男氏定員 lOOf且

．渓流の生物をみる会 5月 16 日（日）三五b郡ぬ本町水

無瀬川定貝 150組

・磯の生物をみる会 6月 13日（口）和献山市加太海岸

定貝 100組

．山の生物をみる会 8月 12～14日（木～土， 2i自），

8月 16 日～18日（水～金， 2泊）奈良県吉野郡澗川

定員 200名。

・X:liの戸をきく会 7月 3～4 日（土～日， 2泊）河内

長野市岩湧山外部鱗姉：日本野X°J.；の会大阪支部松根

元男 ・ 岡本恭治 · n下弘3氏定員 150名

・虫の7討をきく会 9月 3 日 （金）， 9 月 7 日（火）旭

区城北公園～淀川堤定日50組

．キノコ狩の会 10月 10日（日）神戸市兵庫区道場外

部講師：滋賀大学本郷次雄助教授，大阪府立大学上回

俊徳氏定日 140名

・鉱物をさがす会 11月 7 日（日）川西市多国神社外

部講師 日本砿物趣味の会真鍋鶴松氏定日 200名

参加59組， 大人szq; 小人95名計 177名 | 

．小さな世界をみる会（顕微鏡観察） 12月 5 日（日）

館会議室定日40組参加36組，大人37名小人50:f,
計87名

・動物の冬どしをみる会① 1月 23 日（日）大京市野崎

～経寺定日50組多加者42組大人58名小人65名

計 123名

e1M物の冬どしをみる会② 1 月30 日（口）八尾市尚安

山容加者51組大人61名小人88名

・博物館をみる会 3月27 日（日） 館外部講師：鐙

中市児童館石原忠一氏定員なし怠加者大人29名

小人32名 見学後父兄母親のみに対し石原氏の「子供

の努育段階と自然教育j という講淡および座談会

周知方法として前年度同様5万枚のピラを自問I］し， 市

立小学校IC送り，児盛一人一人lζ配布を依頼した。通知

希望者は年間11枚のハガキを館にあづけ，それにより通

知した。靭問館以来ずっと普及事業を担当していた辻本

修氏の年度中途の退職iζより担当者の空白状態が生じ，

若干の混乱を生じた。

B. 一般人対象

・植物採集会 8月 7 日～8 日（土～日）兵庫県材輸邸

大河内町川上～砥の裟定日50名

・講自主と映画の会 6月 19日（土） 京区伏凡町4 三

和銀行7階ホール講演「同立公園と純物景観J ：大

阪市立大学吉良竜夫教授映画： n本の同立公同序編

および北海道編，定員 300名

．標本間定会 8}129日〈日） 館講堂外部講師名

・虫の戸を聞く会 9月 9 日（木） 八h~rfi~·：i安11.J 々上

外部講師：佐藤納氏定員50名

．コケの観務会 2)]27 日（ IJ ）京都市佐西労寺（彪閥

見学）と松尾村牡渡（採集） 外部講師：航物分類地

理学会中尚徳一郎 ・ 服部植物研究所児玉務2氏定μ
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なし 委主加21«, （雨天のため）

．ミドリシジミ舷冬卵採集会 3JI13日（日） 枚附公

国外部講師 ： 日本鱗麹学会川耐l四人氏定員なし

参加者87名

8-2 昭和41年度

A. 親と子の自然をみる会

・谷川の動物をしらべる会 4 月24 日（ I＇！）河内長野市

鬼住石見川定日50組参加45組大人52~色小人65

名 J I· 117名

・向上 5月 8 ll （「I ）問場所多加28組大人33名

小人38~

・宝石さがしの会 5月15日（日）上の太子～二上山

定日50総参加44組

・秋の里子誌をさぐる会 1 1月 6 日 （ 日 ） 旭区城北公悶～

淀川提参加者51組大人51~『小人75:r, 計 126名

・小さな世界をみる会 12n 4 日 （日） 館講2皇室定員

40組 参加28組大人28~ 小人4oq; 合計68名

・動物の冬どしをみる会 12月un ( Fl ）大京市野崎～

経寺定口50紘基S加41組大人401; 小人631'1

JI・ 1031'1

昭和39 ・ 40年度と委主力日希望者が多過ぎて消化しきれな

かったので，本年は年度額初jのピラ配布をやめて， f尋問

名学校宛の通達 ・ 新聞 • Nature Study ・ 館内掲示， に

よる通知にのみを行なった。そのため常連が多くなり，

利用者数が減少した。

B. 一般人対象

・野μのJllをきく会 6月 18～1911 （」二日 ， 1 i白） 河

内長野rliれ－湧山外部講師： n本!l!rX.~の戸大阪支部松

根元男 ・ μ下弘 · TJJ；（国!JJ 3氏定U6o:r, 星雲加計

大人25~ 小人24~. J十45~.

・鉱物採集会 7 Jl2411Ui ）京市IJ(.f相楽郡）JJI淡町和束

町外部IJ:.flili ：大阪府科学教育センター内~I：道夫氏 －

n本鉱物慾味の会氏必1鶴松氏定!l.50名 善訪日"l'J-33名

・樹木のみわけ)jを巾心とした植物採集会 8 J~ 4 ~ 6 

日（木～上， 2 i白） 兵mn~神的郡大河内町川上～砥

の本商店｛定.l160名 参加者28~

・標本同定会 8 月28FI (fl) 館講堂外部議師20名

（白iJ回保夫 ・ i'i鏑鵡松 . ~~tEfl功 ・ 大焔邦宏 ・ 梶山彦太

郎 ・ 金 子J.H桁リ｝ . 八木in純犬 ・ 永井:iE身 . 7,y~ 口修 ・ 芝

問太一 ・ 木村総 ・ 桑μ正一 － 小山三郎 ・ 児 I~務 ・ ·~b1J 

従.l .郎 ・ 総本刻I）.之 ・ i’·~~従w ・ 上III俊民1・野村健・功J\I.勝）

・鍛の依化11~抱j技術；昨科会 1Jl29 II 館会i滋室 外部

滅的：科学趣味センター抗日修氏 i.i:.l140i'1 多加者

13t, 

以上のほか， Aでは以のj!Yをきく会を 4 阿， Bでは 1

間企阿していたが， 抱、＇i者 llini学.：：mの公似入院のため

中.uニした。

8 3 昭和42年度

A. 殺と子の自然を兄る会

・化石をさがす 4月23日 （ 日 ） 泉佐野市沌の池 定

日 100組参加59組 205名

・谷川の動物しらべ 5月 14日（日〉 河内長野市天見

流谷外部講師・日本生態学会谷幸三氏定只 100組

多加87＊且 229名

．向上 5月21 日 （ 日）橋本市紀見峠根宵谷定員120

純益E加89組 262名

・小さな世界をみる 6月 111:! （ 日〉 鉛会議室定日

30組参加30組 87名

．化石をさがす 6月 4 日（日） 泉佐野市滝の池外

部講師 ロヌド地質学会前田保夫氏定日 150組多加

160組 432名

．向上 6月 11 日 （ 日 ） 同場所多加 126組 346名

・山の生物を凡る 8月 6～ 8 f3 （ 日～火， 2 泊） ・ 8

月 9 ～11 日（水～金， 2泊（ ・ 8 月 12～14 日（土～月，

2泊） 兵庫県養父郡関宮町大久保～鉢伏山外部講

師港附小学校永瀬幸一氏定貝 210~当

・秋のなく虫かんさつ 9 月 14 日（木） 羽曳野市道明

寺定日30＊且 多加32組821;

．向上 9 月 16Fl （土） 岡場所 長主加29組70:fi

．向上 9 月 19 日 （火） 岡場所参加24組側名

・同上 9 刀 20 日（水） 岡場所多加22組58名

・秋の燃かんさつ 10月 22 日 （ 日） 富田林市古志外

部講師： II本鱗麹学会川面l] IJB人氏定日50組重主力JI者

42組 105~『

・赤トンボ採集 11月 5 日 Cn ) 泉南部閉l町淡輪外

告~講師・関西トンボ淡路会i己花茂博士定日50＊且多

加者46組 1221;

・生物の冬どしを見る 2月 4 円 （ 円 ） 豊能郡能勢町

古川定日50総多加35組79名

年度判初lζ各小学校宛下記のようなピラを配布し， 学

滋への手交方を依頼した。 “お父さん ・ お母さんといっ

しょに， 山をあるいたり， 虫をつかまえたりしません

か？ 自然科学問物館では，小学校上級生とその父母が

いっしょになって白書儲見綴をするもよおしを， 今年も 8

1111ひらきます。く わしい内容を知りたい人は，自分のl住

所 ・ 氏名を かいたハガキを8枚いっしょに封筒にいれ

同定会風景
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て，博物館 le送って下さい。館ではそのハガキを使っ

て，毎回くわしい開催方法をお知らせします。その通知

をみたうえで，もよおしに参加したい人はその都度申込

んでください”。

その結果4月中10, 600 組を上廻る家庭からハガキが

預けられ，毎回定員の 3～6倍の参加希望があった。（最

高は谷川町 80口組で，理想的な定員は50組である）乙う

した市民の要求に己たえるため，化石採集会は3回，山

白生物を見る会も 3回，なく虫の会は4固というように

回数を培加して消化をはかったが，なお多くの家族を失

望させる結果となった。 1家族の平均参加回数は2回で

ある。しかし己れ以上の増回は学芸員白人手不足と出張

旅費不足のため不可能であり，当局の善処が望まれる。

B. 一般人対象

・地質見学会 5月 21 日（日〕 南河内郡太子町春日～

香芝町関屋外部講師大阪府科学教育センター内井

道夫氏定員印名参加13名

．鉱物採集会 5月 28日（日） 京都市大文字山外部

講師．鉱物趣味の会真鍋筋松氏定員50名参加28名
．岩石薄片製作講習会 6月25 日館会議室定員30名

参加者27名

・偏光顕微鏡使用法講習会 8月 l～3 日（火～木）

大阪府科学教育センター（我孫子町） 外部講師セ

ンター阿部正宏博士定員40名参加者44名

．びわ湖・比良山の自然をさぐる会 8月 4～5 日（金

～土， I 泊） 大津市堅固浜，びわ湖青少年四家およ

び比良山外部講師：梶山彦太郎および前田保夫氏

（大阪自然科学研究会評議員〕定員 120名（大阪自然

科学研究会との共催）参加者119名

・標本同定会 8月27 日（日） 館講堂外部講師20，包

（前回保夫・真鍋鶴松・大橋邦宏・紺田功・平野昌繁

．黒子治・内藤親彦・芝田太一・林靖彦・木村裕・溝

口修・野村英世・梶山彦太郎・金子芳衛男・上回俊穂

・堀勝・松本邦夫ー児玉務・西本裕・近藤浩文）同定

依頼者 628名

・虫の芦を聞く会 9月 13 日（水〕 八尾市高安山上

定員50名参加20名（台風のため〕

・森林植物園見学会 10月 22 日（日） 神戸市立森材ヰ直

物圏外部講師神戸市公園緑地課丸山一夫氏定員

50 名参加者28名

・シダ植物講習会 11月 12日（日） 箕面谷及箕面第 1

中学校外部講師．箕面ー中村田賢三氏定員50名

参加者18名（雨白ため）

．沖積層貝化石採集会 12月 3 日（日） 館および地下

鉄4号線本町駅工事現場外部講師。日本貝類学会金

子寿衛男氏定員40名参加者83名。

．コケ植物採集会 1月21 日（日） 京都醍醐山外部

講師服部植物研究所児王務氏定員なし参加者43名

c. その也，大阪市立中央図書館の依頼により小中学生
向き図鑑類のうち優秀なものをえらんだ。その内容は

参考図書選定目録その2 として中央図書館より刊行さ

れた。

9. 自然科学博物館条例および規則

0大阪市立自然科学博物館条例

（設置）

制 定昭32 10. 24 市条例38

最近改正昭扮 3.19 1Pi誌例 6

第 1 条本市に自然科学博物館（以下博物館という。〕

を設置し，その名称及び位置は，次のとおりとする。

名称大阪市立自然科学博物館

位置大阪市西区靭2丁目

（目的〕

第2条博物館は，自然科学及びその応用1r関する調査

研究を行なうとともに，その普及指導1r当る ζとを目

的とする。

（事業〕

第 3条博物館は，前条町目的を達成するため次11'.掲げ

る事業を行なう。

(1）実物，標本，模型等（以下博物館資料という。）

の収集，保管及び展示。

(2) 自然科学1r 関する調査研究及び博物館資料の保

管，展示等1r関する技術的研究。

(3）展覧会，講習会，実習会，研究集会等の開催及び

指導。

14）博物館資料の同定，貸出及び交検。

15）学校，博物館，学会モ¢他の関係機関との連絡及

び協力。

(6) そのfi!J.，必要な事業。

（職員〉

第4条博物館に，館長そ白他必要な職員を置く。

（施行白細目〕

第 5条 との条例の施行について必要な事項は，教育委

員会規則で定める。

附則

1 ζ白条例は，公布の日から施行する。

2 大阪市立自然科学博物館設置条例（昭和幻年大阪市

条例第30号）は，廃止する。

附則開39. 3.19市条例 6)

ζ白条例は，昭和39年 4月 1 日から施行する。

O大阪市立自然科学博物館規則

（開館時間）

制 定昭32.10. 24 市教委規則16
最近改正昭39. 3. 31 市故妥規則 2
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(6) その他支障があると認める者。

（損害賠償）

第 5条資料又は施設を損傷し又は滅失した者は，教育

委員会の指示により乙れを原状IC復し，代物を弁償し

文はその損害を賠償しなければならない。

（資科等白寄贈及び寄託）

第日条博物館巳資料等を寄贈若しくは寄託し又は寄

託の返還を請求しようとする者は，品目，員数，価

格，住所，氏名そ白他必要な事項を記入して教育委員

会に申請しなければならない。

（寄託資料等白取扱）

第 7条寄託を受けた資料目等は，特別由契約がある場合

のほか，博物館所蔵のも白と同じ取扱をする。

（寄託資料等白免責〉

第 8条寄託を受けた資料等が，災害その他の不可抗力

によって滅失又は損傷した場合，本市は損害賠償の責

を負わない。

（施行の細目）

第自条 己の規則の施行について必要な事項は，教育長

が定める。

附則

1 ζの規則は，公布の日から施行する。

2 大阪市立自然科学博物館規則（昭和U年大阪市教育

委員会規則第17号）は，廃止する。

附則 〈昭39. 3 31 市数量規則2)

Eの規則は，昭和39年4月 1 日から施行する。

第1 条 自然科学時物館（以下博物館という。〉 白開館

時間は，午前9時から午後5時までとする。但し，都

合により伸縮するととがある。

（休館日）
第2条博物館の休館日は，次IDとおりとする。但し，

都合により変更し又は臨時休館することがある。

(1）月曜日。

(2）国民自祝日。

(3）資料の整理及び点検日（毎月末日。但し，その日

が前2号の休館日 IC当る場合は，そ白前日〕。

(4）資料の手入期（毎年約10日間）。

(5) 12月 28日から翌年 1月 4 日まで。

（資料等白利用）

第3条資料及び施設由利用にはついては，教育長が定

める。

（入館の制限）

第4条次の各号。 llC該当する者IC対しては，入館を

ζとわり又は退館させる己とがある。

(1）伝染性白病気にかかっている者又は精神IC異常が

あると認める者。

(2）他人IC迷惑をかける行為をする者又は他人にけん

悪の情を催させる者。

(3）資料又は施設を損傷する虞があると認める者。

(4）他人に危害を及ぼし若しくは他人の迷惑となる物

品又は動物を携行する者。

151 管理上必要な指示に従わない者。

氏

然

名
繁
抽
叫
蕗
定

直

ミ

大阪自然科学研究会

一般市民，専門家に至るまで多くの層が含まれる

ようになって来た。会は従来のような後援会とい

うよりは，むしろ，館を中心とした同好会あるい

は友の会的性格を強く帯びるようになった。

ζのような状況に応じて名称を大阪自然科学研

究会と改めた。（昭和33年4月）

附1-1-3 会田現状

会長：和爾俊二郎

副会長：千地万進

会員数 A 会員 214 

B 会員 663

賛助会員 10 

Nature Study 通巻 167号を発行

附ー1-4 現行規約

大阪自然科学研究会規約

（名称及び事務所）

第 1条本会は，大阪自然科学研究会といい，事務所を

大阪市自然科学博物館内IC置く。

（目的〕

第2条本会は博物館白事業IC協力して，楽しく自然を

39 ー

附

附一1 その生いたちと現，兄

附－1-1 会の設立一本会は昭和30年5月 2 日大阪市立自

然科学博物館後援会として発足した。本会設立の

発起人は次の各氏である（敬称略）

池辺辰生・井上茂治・今村荒男・上野益三・金子

陸夫・川村多実二・木口伸和・北川久五郎・伏見

康治・真島利行・三木茂・宮道馨・村上E巴・森

田淳一・吉田真雄（世話人代表）佐藤納

当時，当館は大阪市立美術館内の 1室を借りう

けて，職員2名と無給嘱託数名が館D事業を行な

っていた。とのような状況にあって，本会の会員

の積極的な援助と協力が，大阪市立自；然科学博物

館の資料収集・普及活動等の事業を支えていた。

本会は発足と同時に普及誌「Nature Study j 

を刊行し，会員に配布をはじめた。

附－1-2 名称白変更一大阪市立自然科学博物館が現在位

置に移転L，館屋も独立し職員車醤曹も一応整備さ

れた白は昭和33年 1月である。己の時期以後，館

の事業は急激に増加し，利用者も多くなり，従っ

て会員数が滑加すると共IC，会員も小中学生から



研究し自然科学の普及発展IC寄与するとともに，会員

相互田親睦をはかるととを目的とする。

（事業）

第3条本会は次の事業を行なう。

1 博物館の事業IC協力する。

2 月刊誌“Nature Study，，を発行する。

3 随時，会合を行なう。

4 その他本会の目的達成IC必要な事業を行なう。

（会員）

第4条本会白趣旨IC賛同する個人及び団体は会員とな

る Eとが出来る。会員の種類は次四とおりとする。

1 名誉会員評議員会が推せんするも白

2 特別会員評議員会が推せんするもの

3 賛助会員本会を特IC援助する団体または個人で

年額1 口 5,000円を納めるもの。

4 A 会員会費年額 1,500円を納める団体文は個

入。

5 B 会員会費年額 600円を納める個人。

本会白会員が会費を滞納したときは退会したものと認

める。

（役員）

第5条本会IC次回役員を置く。

会長 1名評議員会が推せんする。

副会長 2名評議員会が推せんする。

評議員若干名会員田中から総会において選出する

委員若干名評議員四互選による。本会の庶務・会

計・事業白3部門を分担執行する。

会計監査 2名評議員会が推せんする

（顎問〕

第6条本会IC顧問若干名をおく。顧問は会長が委嘱す

る。

（会合）

第7条本会は次の会合を聞く。

総会，会長が年1 回召集し事業報告，会計報告，役員

選出を行なう。

評議員会，会長が，必要の都度1u：.れを召集し，会務

を協議する。

委員会，原則として月 1 回開催する。

（会員白特典）

第8条会員は次の特典を受ける乙とが出来る。

1 博物館由諾指導行事由通知をうける。

2 団体会員は講師指導者の派遣を求める己とが出来

る。

3 博物館町資料（標本・図書・写真・図版等〕器具

の借り出し白あっせんを受ける ζ とが出来る。

4 "Nature Study，，の肥布を受ける。

5 その他博物館で種名同定・研究指導諸種の使宜を

受ける Eとが出来る。

（会計）

第9条本会由経費は会費，寄付金，そ白他の収入をも

ってあてる。

会計年度は， 1月 IC始まり12月 IC終る。

（規約の改廃）

第四条本規約は，総会において改廃する己とが出来る

（付則）

この規約は昭和43年3月 16日から施行する。

附1-2 昭和42年度目事業

・昆虫植物採集会能勢吉川～初谷～妙見山上 7月 16

日（日） 指導・渡辺正・永瀬幸一・脇川秀子各評議

員および瀬戸・目前i学芸員。参加者53家族約 100名。

予備調査を6月 8 日 IC行なった白ち IC集中豪雨があり

登山道がずたずたに切断されていたため，歩行困難を

訴える老婦人が 1 名出た以外は，まずまずの催しであ

った。

・ぴわ淑・比良山白自然観察会 8月 4 ・ 5 日 大津市

堅固白真珠工場見学，今堅田白浜で淡水貝殻採集，高

島郡高島町萩白浜，大阪市びわ湖青少年の家IC l 泊，

梶山氏よりびわ湖産貝の見わけ庁講習，前田氏より比

良山の地形と地質についてのお話あり，翌日大山口よ

り比良登山，採集。観光パス 2台使用，参加者 119名

（大人53，小人66名）指導者梶山彦太郎・前田保夫

・生谷義一・野田評議員，小山三郎会員， 日浦学芸

員。テキストとして梶山氏執筆白「琵琶湖及び周辺白

貝劇作製。博物館と共催。

内容の充実したすばらしい催しであった。ただ宿舎

が不適当であった。

・六甲山地質見浮会 12月 17日（日） 夙JI[駅～甲陽断

厨見学～大社中学ラリックス層および中学校の学石園

見浮～芦屋スラスト見学～鷲林寺橋断層見浮。 約12

km 歩く。指導：前田保夫評議員・日浦・瀬戸学芸

員，参加者27名。

・早春白ハイキング 3月 3 日（日） 和泉市北信太駅

～信太山～蔭涼寺 ニホンアカヵ・エノレの卵がたくさん

みつかり，子供たちは大喜びで飼うためにもちかえっ

た。参加者·77名。指導・渡辺正評議員，柴田・淑戸・

日浦学芸員

・座談会「大阪白水ICすむ生物のうつりかわり」

大阪の自然自破簸が急ピッチで進められているので，

その変遷史を記録しておくため，第l 回の試みとして，

評議員による座談会をひらいた。 3月 2 日午後。出席者

18名。速記録は目下整理中で5月以降白 NatureStudy 

誌にのる見込。
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